
今月のみどころ　
復旧にむけた手続き 
熊本地震で被災された皆さんへ復旧のための支援のご案内です
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町村合併 60周年記念
今 月 の 表 紙

　５月22日に行われた大津
中学校での体育大会の一コマ。
応援団の各団長が集まり、青
い空の下、熱い宣誓をしてい
ました（記事は29ページ）。
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クローズアップ　大津人

ここでは紹介しきれないたくさんの
人の活躍がありました。
本当にありがとうございました。

　
４
月
14
日
に
突
然
、
熊
本
地
方
を
中
心
に
襲
っ
た
地

震
。「
平
成
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　「友
だ
ち
の
家
は
塀
が
壊
れ
た
り
大
変
だ
っ
た
み
た

い
で
す
。
僕
の
家
は
特
に
被
害
も
な
か
っ
た
の
で
、

自
分
に
も
何
か
で
き
な
い
か
な
と
思
っ
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
」
町
運
動
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園
で

ご
み
を
拾
っ
て
い
た
高
校
生
の
言
葉
。

　美
咲
野
小
学
校
に
は
「
こ
ん
な
と
き
だ
か
ら
」
感

謝
の
気
持
ち
の
大
切
さ
を
小
学
生
に
教
え
る
た
め
、

炊
き
出
し
の
た
め
に
台
湾
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

　「春
は
ま
だ
寒
い
か
ら
」
と
温
か
い
ラ
ー
メ
ン
を
届

け
る
た
め
に
車
を
20
時
間
走
ら
せ
、
一
週
間
、
駅
前

で
集
め
た
募
金
を
届
け
に
き
た
人
も
。

　町
運
動
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園
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た
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津
町
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ン
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く
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励
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し
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メ
ッ
セ
ー
ジ
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あ
り
、
通
り
過
ぎ
る
人
た
ち
の
心
を
打
つ
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だ
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家
に
帰
る
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と
が
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き
な
い
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め
に

「
自
分
も
避
難
民
だ
け
ど
」
と
笑
い
な
が
ら
明
る
く
避

難
所
の
運
営
を
手
伝
う
人
が
い
る
。

　給
水
車
の
前
に
並
ぶ
人
が
日
に
日
に
少
な
く
な
り
、

「
少
し
ず
つ
復
旧
し
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す

ね
」
と
笑
顔
を
こ
ぼ
す
自
衛
隊
員
の
姿
。

　復
旧
の
た
め
、
他
の
地
域
か
ら
派
遣
さ
れ
た
自
治

体
の
職
員
。
日
中
の
照
り
つ
け
る
太
陽
の
中
、
泥
に

ま
み
れ
て
ご
み
の
山
を
整
理
す
る
。

　一
日
も
早
い
復
旧
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

必
死
に
汗
を
流
す
姿
に
心
を
動
か
さ
ず
に
は
い
ら
れ

な
い
。
震
災
を
乗
り
越
え
た
私
た
ち
の
次
の
仕
事
は

「
明
日
を
作
る
仕
事
」
い
た
だ
い
た
た
く
さ
ん
の
温
か

い
気
持
ち
を
胸
に
一
人
一
人
の
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
。

番
外
編

今日がかけがえのない日になるように
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■農業用施設被害状況　　　　　（単位：千円）

全壊 半壊 一部
損壊 傾き 故障

など 被害額合計

甘藷貯蔵庫 ３ ５ 95 114,000
機械器具倉庫
(納屋など ) 13 16 63 10 118,000
機械破損など 19 19,000
牛舎 ５ 3 28 90,000
豚舎 1 4 8,500
その他 1 500
合計 21 25 191 10 19 350,000
　※上記については４月27日から５月４日までの期間に届出が　
　　 あったものに限る。
　※「全壊、半壊、一部損壊、傾き」の判定については、届出者の申
　　し出および写真により判定。
　

　■農地・水路・農道被害状況（５月４日現在）
　　◇農地　　 　251カ所� 536,350,000円　　
　　◇農道・水路　139カ所� 599,950,000円　　
　（うち上井手幹線：5カ所、下井手幹線：3カ所）

　■林道等被災状況（推計）
林道・作業道 被 災 概 要 復旧額（千円）
鞍岳線 アスファルト舗装に亀裂 15,000　
古城線 橋脚周辺部被災 20,000
中畑線 多数の巨石落下 15,000
瀬田裏線 落石 5,000
猪郷谷線 巨石落下 5,000
多々良線 巨石落下 5,000
菅の谷線 アスファルト舗装に亀裂 5,000
合計 70,000

農業施設等被害状況（５月４日現在）

上井手は、災害により１年間の水止めを行います。

　
　■道路・橋梁
　　災 害 報 告 件 数�  326件　
　　※報告を受けて適宜対応しています。
　　国庫補助報告件数�  39件　
　　◇道路　　 38カ所 �  226,505,000円　
　　◇橋梁　 　 １カ所 �  38,000,000円　

道路などの被害状況（５月12日現在）

　●り災証明調査状況 　
　　申 請 件 数 �  3,114件　
　　二次調査申請 �  44件　

　●調査済み建物被害状況
　　全 壊 �  105件　
　　大規模半壊 �  188件　
　　半 壊 �  715件　
　　一 部 損 壊 �  1,962件　

　●避難状況　
　　避難所（自主避難所を含む）
　　最大73カ所（４月17日）………… 12,848人

住戸などの被災状況（５月26日現在）　

熊 震本地
これから
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　被災された皆様に謹んでお見舞い申し上げます。
　被災後の復旧への手続き、被災された皆様への支援があります。該当する項目を確認していた
だき、必要な手続きをお願いします。

住家の「り災証明書」発行について証明
書 ◦問い合わせ　役場総務課　地域安全係　☎ 096（293）3111

　り災証明書とは、地震水害等の自然災害により被害のあった住家などに対し、そのり災状況に
ついて調査・確認のうえ、被害程度を証明するものです。り災証明書は、生活再建支援制度の申
請、各種支援制度の利用の際や、各種保険会社への提出に必要となる場合があります。ご希望の
場合は申請をお願いします。

●対象の建築物　
　①住　家　居住用家屋、下宿、寮、アパートなど　※別荘は非住家となります。
　　　　　　例）専用住宅、店舗併用住宅など
　②非住家　各種支援制度の利用のために必要が認められるもの。
　　　　　　税の減免など各種公的支援制度の利用があるもの。
　　　　　　例）別荘など

●対象者　
　①り災物件の所有者（納税義務者・相続権者を含む）
　②り災物件の居住者
　③り災物件の使用者
　※代理人による申請の場合は、必ず委任状を添付してください。

●申請方法
　り災証明交付申請書に必要事項を記入し、以下のものを添付して、窓口もしくは郵送にて申請
してください。（電話・メールなどでの受付は行っておりません。）
　◇申請時に必要なもの
　　①本人確認用書類（免許証・保険証など）
　　②被災状況がわかる写真（全体写真・被災箇所写真）
　　③印かん（認印可）
　◇受付場所　町民交流施設南側駐車場内テント（６月末まで）、総務課窓口（７月から）
　◇受付日時　午前８時30分～午後５時15分（６月末までは土・日・祝も受付可能）
　◇郵 送 先　〒869-1292　熊本県菊池郡大津町大津1233　大津町役場　総務課宛
●住家の「り災証明書」申請後の手続き

復旧に向けた手続き このたびの地震で被害があった皆さんへの支援制度の案内です。

　【① 家　屋　被　害　調　査】　調査が終わった人には調査済の紙をお渡しします。
　【② 損　　　壊　　　判　　　定】　国基準の判定方法で「損壊判定・証明書発行作業」を行います。
　【③ 交　付　通　知　発　送】　証明書の発行準備ができた人から順次、通知書を郵送します。
　【④ 証　明　書　受　け　取　り】　交付通知が届いた人は、通知書に記載の必要書類をお持ちください。
　【⑤ 各　種　手　続　き】　り災証明書記載の「り災区分」の４項目（全壊・大規模半壊・半壊・
 　　　　　　　　　　　　一部損壊）により申請可能な手続きができます。

　町では、被災された皆様の生活再建に向け、公的な支援を受けるために必要
な「り災証明書」の受付業務を震災直後から行っています。一方、地震保険の請求
などに必要な人に対し、被災証明書の発行も行っています。
　しかし、発災当初における職員の説明のすれ違いや、国による支援制度の拡大
があり、「被災証明書」だけでなく「り災証明書」の取得が必要な人がまだまだいる
状況です。
　申請の対象で、手続きがまだの人は申請手続きをお願いします。

　地震により被災した納屋などを町に申請をして解体を行う場合は「り災証明書」が必要です。
　り災証明書が必要な際は、次の点に気をつけてください。

●申請方法　
　り災証明交付申請書に必要事項を記入し、以下のものを添付して、窓口にて申請してください

（郵送・電話・メールなどでの申請受付は行っておりません）。
　◇申請時に必要なもの
　・印かん　
　・被災状況の分かる写真
●対象の建築物　納屋、倉庫など
●受付開始　６月８日（水）
●受付場所　町民交流施設オークスプラザ・１階
●受付日時　午前８時30分～午後５時15分

納屋などの「り災証明書」の発行について納屋
り災 ◦問い合わせ　役場環境保全課　環境保全係　☎096（293）3113

　地震により被災した中小企業に対する支援制度（熊本県による融資制度、信用保証協会制度、
日本政策金融公庫や金融機関などからの借入など）を活用するために必要な「り災証明書」を発行
しますので、希望の場合は申請をお願いします。申請の際は、次の点に気をつけてください。

●申請方法
　り災証明交付申請書に必要事項を記入し、以下のものを添付して、窓口もしくは郵送にて申請
してください（電話・メールなどでの申請受付は行っておりません）。
　・り災証明交付申請書（中小企業向け）
　・被災状況の分かる写真　
　※り災証明申請書（中小企業向け）様式は、商業観光課窓口・町ホームページにあります。　
　※中小企業向けり災証明書には、建物の全壊、半壊などの被害状況の記載はありません。
●受付場所　役場商業観光課（生涯学習センター２階　大会議室）
●受付日時　平日（月～金）午前８時30分～午後５時15分まで（祝日は除く）
●郵 送 先　〒869-1234　熊本県菊池郡大津町引水62　
　　　　　　　　　　　　 大津町生涯学習センター内　商業観光課宛

中小企業向け「り災証明書」の発行について企業
り災 ◦問い合わせ　役場商業観光課　商業観光係　☎096（293）3115

熊本地震に伴うり災証明書の発行について
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■復旧に向けた支援および取り組み情報一覧

番号 種類 支援および取り組みなど項目
り災証明書　り災区分

全　壊 大規模半壊 半　壊 一部損壊
１ 支 援 被災者生活再建支援金 ● ● ●※

２ 支 援 みなし応急仮設住宅 ●※ ●※ ●※

３ 支 援 仮設住宅入居者募集 ●※ ●※ ●※

４ 支 援 町営住宅入居者募集 ●※ ●※ ●※ ●※

５ 支 援 被災住宅の応急修理 ●※ ●※ ●※

６ 支 援 損壊家屋の解体・撤去について ●※ ●※ ●※

７ 支 援 納屋などの解体・撤去について ●※ ●※ ●※

８ 支 援 災害援護資金の貸付 ● ● ●
９ 支 援 中小企業・小規模事業者向け 災害復旧貸付
10 支 援 生活福祉資金貸付（福祉資金【緊急小口資金】）
11 支 援 医療保険と介護保険の一部負担免除について ● ● ●
12 支 援 各種証明書の交付手数料の免除 ●※ ●※ ●※

13 支 援 電気料金などの支払い猶予など ●※ ●※ ●※ ●※

14 支 援 上水道料金減免など
15 支 援 災害弔慰金 災害障害見舞金
16 支 援 日本財団 住宅損壊見舞金 ● ●
17 取 組 災害ボランティアセンター
18 お知らせ 町内社会教育（体育含む）施設の利用休止について
19 支 援 熊本県義援金 ●※ ●※ ●※

20 お知らせ 大津町義援金（募集）
21 支 援 町税の減免
22 取 組 住宅補修専用電話相談
23 取 組 無料法律相談会
24 支 援 地震により負傷した人へ
25 取 組 他の市町村へ避難中の人へ
26 取 組 防災無線が聞き取りにくい人へ

　※特別な条件があります。詳しくは、本文上部に記載している問い合わせ先にご確認ください。
　　詳細は本文をご覧ください。

6

●
対
象
と
な
る
人

　
①
居
住
す
る
住
宅
の
り
災
証
明
区

　
　
分
が
、
全
壊
ま
た
は
大
規
模
半

　
　
壊
の
人
。

　
②
居
住
す
る
住
宅
の
り
災
証
明
区

　
　
分
が
大
規
模
半
壊
、
ま
た
は
半

　
　
壊
で
や
む
を
得
な
い
理
由
で
住

　
　
宅
を
解
体
し
、「
解
体
世
帯
」と

　
　
な
っ
た
人
。

※
②
や
む
を
得
な
い
理
由

　
住
宅
の
敷
地
に
被
害
が
生
じ
る
な

　
ど
し
て
、
こ
の
ま
ま
に
し
て
お
く

　
と
非
常
に
危
険
な
場
合
な
ど
。

●
支
援
金
の
支
給
額（
左
上
図
参
照
）

　
支
援
金
の
支
給
額
は
以
下
の
２
つ

の
支
援
金
の
合
計
と
な
り
ま
す
。

　
①
住
宅
の
り
災
区
分
に
応
じ
て
支

給
す
る
支
援
金（
基
礎
支
援
金
）

　
②
住
宅
の
再
建
方
法
に
応
じ
て
支

給
す
る
支
援
金（
加
算
支
援
金
）

●
必
要
書
類（
左
下
図
参
照
）

　
申
請
に
必
要
な
書
類
は
、
被
害
状

況
に
応
じ
て
異
な
り
ま
す
。

●
申
請
期
限

　
①
基
礎
支
援
金　

　
　
平
成
29
年
５
月
13
日（
土
）

　
②
加
算
支
援
金

　
　
平
成
31
年
５
月
13
日（
月
）

地
震
に
よ
り
住
宅
が
全
壊
・
大
規
模
半
壊
な
ど
の
被
害
を
受
け
ら
れ
た

人
に
生
活
再
建
の
支
援
金
を
支
給
し
ま
す
。

■支援金支給一覧

区　　分 ①基礎支援金
（住宅の被害程度）

②加算支援金
（住宅の再建方法）

合計
①＋②

複
数
世
帯

全 壊 世 帯
解 体 世 帯
長期避難世帯

100万円

建設・購入 200万円 300万円

補 修 100万円 200万円

貸 借 50万円 150万円

大規模
半壊世帯 50万円

建設・購入 200万円 250万円

補 修 100万円 150万円

貸 借 50万円 100万円

単
数
世
帯

全 壊 世 帯
解 体 世 帯
長期避難世帯

75万円

建設・購入 150万円 225万円

補 修 75万円 150万円

貸 借 37万5,000円 112万5,000円

大規模
半壊世帯 37万5,000円

建設・購入 150万円 187万5,000円

補 修 75万円 112万5,000円

貸 借 37万5,000円 75万円

■必要書類一覧

全壊
解体

大規模半壊
半壊解体 敷地被害解体

基礎
支援金

①り災証明書 ○ ○ ○ ○

②

解体証明書
（税務課発行） ○ ○

滅失登記簿謄本 ○ ○

敷地被害証明書類※ ○

③預金通帳の写し ○ ○ ○ ○

加算
支援金 ④契約書などの写し ○ ○ ○ ○

※敷地被害を証明する書類（敷地の修復工事の契約書など）

被災者生活再建支援金１
【問】　役場福祉課　☎ 096（293）3510

地
震
に
よ
り
住
居（
借
家
も
含
む
）が

「
全
壊
」、「
大
規
模
半
壊
」の
被
害
を

受
け
、
自
ら
の
資
力
で
は
住
居
が
確
保
で
き

な
い
被
災
者
は
、
ご
自
身
で「
住
宅
の
条
件
」

に
合
う
物
件
を
探
し
て
い
た
だ
き
、
県
が
民

間
賃
貸
住
宅
を
借
り
上
げ
、
無
償
で
提
供
す

る
県
の
制
度
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
と
な
る
人

・
4
月
14
日
時
点
で
、県
内
に
住
所
を
有
す
る
人
。

・
災
害
に
よ
り
住
居
が
全
壊
、大
規
模
半
壊
、

半
壊
に
よ
り
、居
住
す
る
住
宅
が
な
い
人
。

・
自
ら
の
資
力
で
は
住
居
が
確
保
で
き
な
い
人
。

・「
応
急
修
理
」制
度
を
利
用
し
て
い
な
い
。

●
必
要
書
類

　
①
申
し
込
み
書
一
式（
住
民
課
配
布
）

　
②
住
民
票（
世
帯
全
員
分
）

　
③
り
災
証
明
書（
写
し
）

●
入
居
期
間　
入
居
時
か
ら
２
年
間

●
住
宅
の
条
件（
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
）

・
貸
主
か
ら
同
意
を
得
て
い
る

・
管
理
会
社
な
ど
に
よ
り
賃
貸
可
能
と
確
認

さ
れ
て
い
る

・
家
賃
が
1
カ
月
当
た
り
原
則
6
万
円（
5

人
以
上（
乳
幼
児
を
除
く
）の
世
帯
は
9
万

円
）以
下
で
あ
る
こ
と
。

※
た
だ
し
、
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
こ

の
限
り
で
は
な
い
。

●
費
用
負
担（
入
居
者
の
負
担
）

　
①
光
熱
水
費
、
管
理
費
、
共
益
費
、
駐
車

　
　
場
費
、
自
治
会
費
な
ど
。

　
②
退
去
時
の
修
繕
費
用
が
県
の
負
担
額
を

　
　
上
回
っ
た
不
足
額
。

みなし応急仮設住宅２
【問】　役場住民課　住宅係　☎ 096（293）3112全壊 大規模

全壊 大規模 半壊

検 討 中

り災証明書の発行と受け取りについて ●問い合わせ　役場災害対策本部　☎096（293）3111

家屋被害調査

損 壊 判 定

交付通知発送

証明書受取

各種手続き

・調査が終わった人には調査済の紙をお渡しします。

・国基準の判定方法で「損壊判定・証明書発行作業」を行います。

・証明書の発行準備ができた人から順次、通知書を郵送します。

・交付通知が届いた人は、通知書に記載の必要書類をお持ちください。
・り災区分の判定に不服のときは、受け取り窓口で２次調査の申請を行って　
ください。

・り災証明書記載の「り災区分」により申請可能な手続きが異なります。
・支援内容をご確認の上、各種窓口でご相談ください。

半壊
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地
震
に
よ
り
住
居（
借
家
も
含
む
）

が「
全
壊
」、「
大
規
模
半
壊
」、

「
半
壊
」の
被
害
を
受
け
、
自
ら
の
資
力

で
は
住
居
が
確
保
で
き
な
い
被
災
者
に

対
し
て
戸
数
限
定
で
募
集
し
ま
す
。
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
と
な
る
人

・
4
月
14
日
時
点
で
、
町
内
に
住
所
を

有
す
る
人
。

・
住
家
の
り
災
証
明
書
の
り
災
区
分
が

全
壊
、大
規
模
半
壊
、半
壊
に
よ
り
、

居
住
す
る
住
宅
が
な
い
人
。

・
自
ら
の
資
力
で
は
住
居
が
確
保
で
き

な
い
人
。

・「
応
急
修
理
」制
度
を
利
用
し
て
い
な

い
人
。

・「
み
な
し
応
急
仮
設
住
宅
」を
利
用
し

て
い
な
い
人
。

●
住
宅
場
所　
大
津
町
室

（
老
人
ホ
ー
ム
す
ぎ
な
み
園
跡
地
）

●
募
集
戸
数　
約
20
戸

●
受
付
期
限　
６
月
13
日（
月
）

●
入
居
期
間　
入
居
か
ら
２
年
間

●
申
込
場
所　
町
民
交
流
施
設

（
オ
ー
ク
ス
プ
ラ
ザ
）１
階　
住
民
課

●
必
要
書
類

　
①
申
込
書
一
式（
住
民
課
配
布
）

　
②
住
民
票（
世
帯
全
員
分
）

　
③
り
災
証
明
書（
写
し
）

※
り
災
証
明
書
発
行
時
、
受
付
番
号
表

を
受
け
取
ら
れ
て
い
る
人
は
受
付
と

み
な
し
ま
す
。
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
に
よ
り
選
定
を
行
い
ま
す
。

被災住宅の応急修理５
【問】　役場都市計画課　建築係　☎096（293）4011

●
応
急
修
理
の
内
容

１
．
応
急
修
理
の
範
囲

　
住
宅
の
応
急
修
理
は
日
常
生
活
に
必
要
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
部
分
で
あ
っ
て
、
必
要
最
小

限
度
の
緊
急
を
要
す
る
箇
所（
屋
根
・
窓
・
柱

な
ど
）に
つ
い
て
実
施
し
ま
す
。

２
．
応
急
修
理
の
箇
所
や
方
法

　
①
地
震
の
被
害
と
直
接
関
係
あ
る
修
理
の
み

が
対
象
で
す
。

　
②
内
装
に
関
す
る
も
の
お
よ
び
家
電
製
品
は

原
則
、
対
象
外
で
す
。

●
基
準
額

１
．
一
世
帯
当
た
り
の
限
度
額
は
最
高
57
万
6

千
円
で
す
。
※
申
請
者
へ
の
支
払
い
は
行
い
ま

せ
ん
。
施
工
業
者
へ
直
接
町
が
支
払
い
ま
す
。

　

な
お
、
内
容
の
審
査
を
行
な
い
ま
す
の
で
、

限
度
額
を
超
え
る
場
合
お
よ
び
対
象
外
と
な
っ

た
も
の
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

２
．
同
じ
住
宅（
１
戸
）に
２
以
上
の
世
帯
が
同
居
し

て
い
る
場
合
で
も
、一
世
帯
当
た
り
の
額
以
内
で
す
。

●
受
付
時
間　
午
前
9
時
～
午
後
５
時

●
受
付
場
所　
町
民
交
流
施
設

　
　
　
　
　
　
（
オ
ー
ク
ス
プ
ラ
ザ
）１
階

●
必
要
書
類

住
宅
の
応
急
修
理
申
込
書
、
世
帯
全
員
分
の
住
民

票
、
届
出
書（
半
壊
の
場
合
の
み
）、
り
災
証
明
書

●
対
象
と
な
る
人（
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
）

　
①
り
災
証
明
書
の
り
災
区
分
が
半
壊
以
上
。

※「
全
壊
」は
こ
の
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
で
居

住
が
可
能
に
な
る
場
合
の
み

　
②
応
急
修
理
を
行
な
う
こ
と
で
避
難
所
な
ど

へ
の
避
難
を
必
要
と
し
な
く
な
る
こ
と
。

　
③
応
急
仮
設
住
宅
な
ど
を
利
用
し
な
い
こ
と
。

全壊 大規模 半壊

町営住宅入居者募集４
【問】　役場住民課　住宅係　☎096（293）3112

地
震
に
よ
り
住
居（
借
家
も
含
む
）が
被
災

し
、
り
災
証
明
書
が
発
行
さ
れ
た
人
に

町
営
住
宅
を
応
急
的
に
貸
し
出
し
を
し
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
と
な
る
人

・
４
月
14
日
時
点
で
、
町
内
に
住
所
を
有
す

　

る
人
。

・
住
家
の
り
災
証
明
書
の
り
災
区
分
が「
一
部

　
損
壊
」以
上
の
人
。

・
自
ら
の
資
力
で
は
住
居
が
確
保
で
き
な
い
人
。

●
募
集
戸
数　
あ
け
ぼ
の
団
地　
18
戸
程
度

●
入
居
条
件

　
①
入
居
期
間　

　
　
原
則
６
カ
月
以
内（
最
長
１
年
間
）

　

②
家
賃
な
ど　

免
除（
住
宅
使
用
料
、
駐
車

　
　
場
使
用
料
）

　
③
敷
金　
免
除

　
④
連
帯
保
証
人　
不
要

　
⑤
退
去
時
修
繕　
入
居
期
間
中
の
破
損
に
つ

　
　
い
て
は
退
去
時
に
入
居
者
負
担
で
修
繕
を

　
　
お
願
い
し
ま
す
。

●
受
付
期
限　
６
月
13
日（
月
）

●
提
出
書
類

　
①
町
営
住
宅
使
用
許
可
申
請
書

　
②
り
災
証
明
書（
１
通
）※
写
し
可

　

③
住
民
票（
交
付
日
３
カ
月
以
内
の
世
帯
全

　
　
員
の
記
載
の
あ
る
も
の
。
続
柄
が
記
載
さ

　
　
れ
て
い
る
も
の
）

　
④
提
出
書
類
な
ど
の
誓
約
書

　
⑤
優
先
的
配
慮
を
希
望
す
る
人
は
提
出
書
類

　
　
が
追
加
で
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

　
　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

仮設住宅入居者募集３
【問】　役場住民課　住宅係　☎096（293）3112全壊 大規模

損壊家屋の解体・撤去について６
【問】　役場環境保全課　環境保全係　☎ 096（293）3113全壊 大規模 半壊

納屋などの解体・撤去について７
【問】　役場環境保全課　環境保全係　☎096（293）3113

●
対
象
と
な
る
家
屋

　
①
町
か
ら
り
災
証
明
書
が
発
行
さ
れ

て
お
り
被
災
の
程
度
が
半
壊
以
上

の
家
屋（
全
壊
・
大
規
模
半
壊
・

半
壊
）

　
②
家
屋
の
所
有
者
お
よ
び
権
利
者

　
　
が
、
町
に
よ
る
解
体
に
同
意
す
る

　
　
こ
と
。

※
半
壊
以
上
の
り
災
証
明
書
が
発
行
さ

れ
て
お
り
、
個
人
で
解
体
業
者
に
依

頼
し
解
体
を
行
う
場
合
。

　
原
則
と
し
て
町
が
解
体
業
者
に
発
注

　
し
て
解
体
を
す
る
こ
と
を
基
本
と
し

　
ま
す
。

　
や
む
を
得
な
い
理
由
で
、
個
人
で
解

体
す
る
場
合
、
す
で
に
解
体
が
完
了
し

て
い
る
場
合
も
適
正
と
認
め
ら
れ
れ
ば

対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

※
た
だ
し
、
県
の
標
準
単
価
に
よ
り
算

　
定
し
た
額
が
限
度
額
で
そ
れ
以
上
は

　
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
家
屋
の
解
体
撤
去
、
申
込
受
付

受
付
時
間　
午
前
9
時
～
午
後
５
時

受
付
場
所　
町
民
交
流
施
設

　
　
　
　
　
（
オ
ー
ク
ス
プ
ラ
ザ
）１
階

り
災
証
明
書
が
半
壊
以
上
の
人
で
、
家
屋
の
解
体
を
希
望
す
る
場
合
は
、
町

が
業
者
と
契
約
し
、
町
の
負
担
で
解
体
・
撤
去
を
行
い
ま
す
。

●
必
要
書
類

・
り
災
証
明
書（
原
本
）

・
解
体
撤
去
の
同
意
書（
所
有
者
、
権

　
利
者
全
て
の
同
意
が
必
要
）

・
登
記
簿
な
ど
の
所
有
者
、
面
積
が
わ

　
か
る
書
類

・
委
任
状（
所
有
者
以
外
の
人
が
申
請

　
す
る
場
合
）

・
見
取
り
図

・
印
か
ん（
書
類
に
よ
っ
て
は
実
印
・

印
か
ん
証
明
書
が
必
要
で
す
）

・
公
的
身
分
証
明（
運
転
免
許
証
、
マ

　
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
健
康
保
険
証

　
な
ど
）

※
必
要
書
類
は
現
在
検
討
中
で
申
請
時

　
に
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
そ
の
他

・
解
体
後
の
新
築
費
や
建
物
の
修
繕
、

リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
は
個
人
負
担
で

す
。

●
対
象
と
な
る
建
物（
納
屋
、倉
庫
な
ど
）

　
①
町
か
ら
り
災
証
明
書
が
発
行
さ
れ

て
お
り
被
災
の
程
度
が
半
壊
以
上

で
あ
る
こ
と
。

　
②
所
有
者
が
、
町
に
よ
る
解
体
に
同

意
す
る
こ
と
。

　
③
町
が
生
活
環
境
保
全
上
特
に
必
要

と
認
め
る
場
合

※
個
人
で
解
体
業
者
に
依
頼
し
解
体
を

　
行
う
場
合
、
ま
た
は
既
に
解
体
し
て

　
い
る
場
合
も
対
象
と
な
る
場
合
が
あ

　
り
ま
す
。

　
原
則
と
し
て
町
が
解
体
業
者
に
発
注

し
て
解
体
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
ま
す

が
、
や
む
を
得
な
い
理
由
で
、
個
人
で

解
体
す
る
場
合
や
す
で
に
解
体
が
完
了

し
て
い
る
場
合
も
適
正
と
認
め
ら
れ
れ

ば
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※
た
だ
し
、
県
の
標
準
単
価
に
よ
り
算

　
定
し
た
額
が
限
度
額
で
そ
れ
以
上
は

　
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
解
体
撤
去
申
込
受
付

受
付
開
始　
６
月
８
日（
水
）

受
付
時
間　
午
前
9
時
～
午
後
５
時

受
付
場
所　
町
民
交
流
施
設

　
　
　
　
　
（
オ
ー
ク
ス
プ
ラ
ザ
）１
階

納
屋
な
ど
の
り
災
証
明
書
が
半
壊
以
上
で
、
町
が
生
活
環
境
保
全
上
特
に
必

要
と
認
め
る
場
合
は
、
町
が
解
体
業
者
と
契
約
し
、
町
の
負
担
で
解
体
・

撤
去
を
行
い
ま
す
。

●
必
要
書
類

・
り
災
証
明
書（
原
本
）

・
解
体
撤
去
の
同
意
書

・
委
任
状（
所
有
者
以
外
の
人
が
申
請    

　
す
る
場
合
）

・
建
物
配
置
図（
見
取
り
図
）

・
登
記
簿
な
ど
の
所
有
者
、
面
積
が

わ
か
る
書
類

・
損
壊
の
状
況
が
わ
か
る
写
真

※
必
要
書
類
は
現
在
検
討
中
で
申
請
時

　
に
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
そ
の
他

　
畜
舎
、
農
業
用
倉
庫
な
ど
で
、
建
て

替
え
を
行
う
予
定
の
も
の
に
つ
い
て

は
、
事
前
に
役
場
農
政
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

全壊 大規模 半壊 一部

半壊
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●
対
象
と
な
る
人

　
世
帯
主
が
負
傷
ま
た
は
住
居
、
家
財

に
一
定
以
上
の
被
害
を
受
け
た
人
。

●
所
得
の
制
限

　
世
帯
人
員
町
民
税
に
お
け
る
平
成
26

年
の
総
所
得
金
額
が
制
限
を
超
え
な
い

こ
と（
左
上
表
）。

●
貸
付
条
件

　

利
率　

年
３
パ
ー
セ
ン
ト（
据
置
期

　
間
中
は
無
利
子
）

　
償
還
期
間　
10
年（
据
置
期
間
含
む
）

　
据
置
期
間　
３
年

　
償
還
方
法　
年
賦
ま
た
は
半
年
賦

地
震
に
よ
り
住
居
や
家
財
な
ど
に
損
害
を
受
け
た
場
合
に
被
害
の
程
度
に
応

じ
て
、
災
害
援
護
資
金
の
貸
付
を
行
い
ま
す
。

　
提
出
資
料
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
内
容

　
被
災
の
状
況
に
応
じ
て
内
容
が
異
な

り
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
人

・
災
害
に
よ
り
被
害
を
被
っ
た
中
小
企

業
、
小
規
模
事
業
者（
熊
本
県
に
事

業
所
を
有
す
る
者
）

・
り
災
証
明
書
を
受
け
取
っ
て
い
る
人

●
措
置
内
容

　

①
利
率　
融
資
後
３
年
間
、「
災
害

復
旧
貸
付
」の
利
率
を
０・９
パ
ー

セ
ン
ト
引
き
下
げ
。

　
②
利
率
引
き
下
げ
適
用
の
限
度
額　

　
　
「
災
害
復
旧
貸
付
」の
う
ち

　
　

１
，
０
０
０
万
円（
中
小
企
業
団

　
　
体
の
場
合
は
３
，
０
０
０
万
円
）。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
日
本
政
策
金
融
公
庫

　
熊
本
支
店 

中
小
企
業
事
業
窓
口

☎
０
９
６（
３
５
２
）９
１
５
５

　
熊
本
支
店 

国
民
生
活
事
業
窓
口 

☎
０
９
６（
３
５
３
）６
１
２
１

●
受
付
日
時　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
（
平
日
の
み
）

地
震
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
中
小
企
業
の
事
業
復
旧
の
た
め
の
資
金
の
融
資

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

世帯人員 所 得 制 限
１人 220万円以下
２人 430万円以下
３人 620万円以下
４人 730万円以下

５人以上 １人増すごとに730万円に
30万円を加えた額以下

ただし、その世帯の住居が滅失した場合は、
1,270万円以下とする。

貸付区分 貸付限度額

（１）世帯主が負傷した場合
　　（療養に１カ月以上かかること）

住居が全壊した場合 350万円
住居が半壊した場合※ 270万円
家財の損害が1/3以上 250万円

家財、住居とも損害がない場合 150万円

（２）世帯主が負傷しなかった場合
　　（療養に約１カ月かからなかった
　　　場合も含む）

住居全体が滅失など 350万円
住居が全壊した場合 250万円

住居が半壊した場合※ 170万円
家財の損害が1/3以上 150万円

※被災住宅を建て直す際に、残存部分を取り壊さざるをえないなどの特別の事情がある場合は限度額が引き上げられます。

大
津
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
相
談
受
付

が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。 

●
対
象
と
な
る
人 

・
緊
急
、
一
時
的
に
生
計
が
困
難
な
人
。 

●
貸
付
金
額 

・
原
則
10
万
円
以
内
。

　
た
だ
し
、
左
記
の
場
合
は
20
万
円
以
内
。 

　
①
世
帯
員
の
中
に
死
亡
者
が
い
る
と
き
。 

　
②
世
帯
員
に
要
介
護
者
が
い
る
と
き
。 

　
③
世
帯
員
が
４
人
以
上
い
る
と
き
。 

　
④
重
傷
者
、
妊
産
婦
、
学
齢
児
童
が
い
る

　
　
世
帯
な
ど
で
特
に
社
会
福
祉
協
議
会
が

　
　
認
め
る
と
き
。 

●
据
置
措
置 

・
貸
付
の
日
か
ら
１
年
以
内
。
償
還
期
限
は

据
置
期
間
経
過
後
２
年
以
内
。 

●
貸
付
利
子 

・
無
利
子
。
た
だ
し
、
償
還
期
限
２
年
経
過

後
は
違
約
利
子
が
５
パ
ー
セ
ン
ト
つ
き
ま

す
。 

●
貸
付
手
続 

・
借
入
申
込
書
を
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
窓

口
で
提
出
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
県

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
貸
し
付
け
を
行
い

ま
す
。 

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

 

・
大
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
☎
０
９
６（
２
９
３
）２
０
２
７ 

・
受
付
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。

■中小企業・小規模事業者向け
国民生活事業 中小企業事業

適用できる制度 災害復旧貸付
融資限度額 3,000万円 １億5,000万円（別枠）

融資期間（うち据置期間） 10年以内（２年以内）
※国民生活事業の融資限度額は、各融資制度に上乗せされる金額です。
※国民年金事業は普通貸付を適用した場合の融資期間（据置期間）です。中小企業事業の設備資金

においては、融資期間15年以内（据置期間２年以内）です。

中小企業・小規模事業者向け 災害復旧貸付９
【申】・【問】　下記、問い合わせ先へご連絡ください。全壊 大規模 半壊

災害援護資金の貸付８
【問】　役場福祉課　福祉係　☎096（293）3510

生活福祉資金貸付（福祉資金【緊急小口資金】）10
【申】・【問】　下記、問い合わせ先へご連絡ください。

町
国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
、
県
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い

る
人
は
医
療
機
関
な
ど
で
の
窓
口
負
担
金
が

猶
予
・
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
地
震
に
よ
り
被
災
し
た
人
の
う

ち
、
地
震
が
原
因
で
左
記
要
件
に
該
当
す
る

人
は
、
医
療
機
関
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

の
窓
口
で
そ
の
旨
を
申
告
す
る
こ
と
で
、
医

療
保
険
の
窓
口
負
担
や
介
護
保
険
の
利
用
料

の
支
払
い
が
一
旦
猶
予
さ
れ
、
左
記
要
件
に

該
当
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
次
第
、
免
除
さ

れ
ま
す
。

●
要
件

　
①
住
家
の
全
半
壊
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る

被
災
を
し
た
人
。

　
②
主
た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
ま
た
は
重

篤
ま
た
は
傷
病
を
負
っ
た
人
。

　
③
主
た
る
生
計
維
持
者
が
行
方
不
明
の
場
合
。

　

④
主
た
る
生
計
維
持
者
が
業
務
を
廃
止
、

ま
た
は
休
止
し
た
人
。

　
⑤
主
た
る
生
計
維
持
者
が
失
職
し
、
現
在

収
入
が
な
い
人
。

※
対
象
者
は
次
の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い

　
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

・
大
津
町
国
民
健
康
保
険

・
介
護
保
険

・
熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

※
こ
の
免
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
右
記
の

　
要
件
に
該
当
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら

　
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
申
告
し
た
内
容

　
に
つ
い
て
確
認
が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ

　
り
ま
す
。
な
お
、
こ
の
窓
口
で
の
取
扱
い

　
は
平
成
28
年
７
月
末
ま
で
で
す
。

医療保険と介護保険の一部負担免除について11
【問】　役場健康保険課　国保・医療係　☎ 096（293）3114

役 場 福 祉 課　介 護 保 険 係　☎ 096（293）3510

り
災
証
明
書
の
交
付
を
受
け
ら
れ
た
方

で
、
災
害
に
関
す
る
手
続
き
に
使
用

す
る
場
合
は
、
次
の
証
明
書
の
交
付
手
数
料

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

●
手
数
料
が
免
除
と
な
る
証
明
書
の
種
類

・
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書

・
住
民
票
の
写
し
の
交
付

・
印
鑑
登
録
証
明
書

・
印
鑑
登
録
証
の
再
交
付

・
納
税
証
明
書
な
ど
税
に
関
す
る
証
明
書
の

交
付

●
対
象
と
な
る
人

　
り
災
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
人
で
、
災

害
復
旧
の
た
め
に
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体

の
支
援
制
度
を
申
請
す
る
場
合
で
、
証
明
書

の
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
場
合
に
限

り
ま
す
。

●
必
要
書
類

・
り
災
証
明
書（
コ
ピ
ー
可
）の
提
示
が
必
要

　
で
す
。

・
印
鑑
登
録
証
明
書
を
申
請
す
る
場
合
は
、

　
印
鑑
登
録
証
の
提
示
が
必
要
で
す
。

・
印
鑑
登
録
証
の
交
付
を
申
請
す
る
場
合

は
、
本
人
確
認
の
た
め
に
運
転
免
許
証
な

ど
公
的
機
関
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る
身
分

証
明
書
の
提
示
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
登

録
手
数
料
が
免
除
さ
れ
る
の
は
、
半
壊
以

上
の
判
定
の
場
合
で
、
再
登
録
は
１
回
の

み
に
限
り
ま
す
。

全壊 大規模 半壊 一部
各種証明書の交付手数料の免除12

【問】役場住民課　住民係　☎ 096（293）3112

全壊 大規模 半壊

全壊 大規模 半壊
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地
震
に
よ
り
被
災
し
た
皆
さ
ん
に
は
電

気
料
金
な
ど
の
特
別
措
置
が
あ
り
ま

す
。

●
電
気
料
金
支
払
い

・
電
気
料
金
の
支
払
期
日
を
１
カ
月
延
長
し

ま
す
。

●
電
気
を
使
用
し
て
い
な
い
場
合

・
電
気
を
全
く
使
用
し
て
い
な
い
場
合
は
電

気
料
金
を
免
除
で
き
ま
す
。

・
災
害
で
電
気
設
備
が
使
用
で
き
な
く
な
っ

た
場
合
は
、
使
用
で
き
な
い
設
備
の
基
本

料
金
を
免
除
で
き
ま
す
。

●
被
害
の
あ
っ
た
家
屋
な
ど
を
修
理
す
る
場
合

・
家
屋
な
ど
の
復
旧
の
た
め
に
電
気
を
使
用

す
る
場
合
の
工
事
費
を
免
除
で
き
ま
す
。

・
引
き
込
み
線
、
軽
量
器
な
ど
の
取
り
付
け

位
置
を
変
更
す
る
場
合
の
工
事
費
が
免
除

で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
九
州
電
力（
株
）大
津
営
業
所

☎
０
１
２
０（
９
８
６
）６
０
２

●
災
害
弔ち
ょ
う

慰い

金

　
地
震
に
よ
り
亡
く
な
っ
た
と
き
、
そ
の
遺

族
に
対
し
て
災
害
弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
人

　
熊
本
地
震
に
よ
り
亡
く
な
っ
た
人
の
遺
族

（
配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
）

■
内
容

・
亡
く
な
っ
た
人
が
生
計
維
持
者５

０
０
万
円

・
亡
く
な
っ
た
人
が
生
計
維
持
者
以
外

２
５
０
万
円

●
災
害
障
害
見
舞
金

　
地
震
に
よ
り
重
度
の
障
害
を
受
け
た
人
に

対
し
て
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
障
害

・
両
目
失
明

・
要
常
時
介
護

・
両
上
肢
ひ
じ
関
節
以
上
の
切
断
な
ど

■
内
容

・
重
度
の
障
害
を
受
け
た
人
が
生
計
維
持
者

２
５
０
万
円

・
重
度
の
障
害
を
受
け
た
人
が
生
計
維
持
者
以
外

　
　
　
　
　
　
　
１
２
５
万
円

地
震
に
よ
り
居
住
す
る
住
宅
が
全
壊
す

る
な
ど
生
活
基
盤
に
著
し
い
被
害
を

受
け
た
世
帯
に
、「
見
舞
金
」を
支
給
し
、
生

活
の
再
建
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　
貸
家
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
賃
貸
住
宅
に
居

住
の
場
合
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

住
ん
で
い
る
人
に
対
す
る
支
援
制
度
の

た
め
、
非
住
家
や
事
業
所
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

●
対
象
と
な
る
人

　
4
月
14
日
時
点
で
熊
本
県
内
に
居
住
の
世

帯
で
、
熊
本
地
震
に
よ
り
住
宅
が「
全
壊
」、

「
大
規
模
半
壊
」し
た
世
帯
。

●
見
舞
金
の
支
給
額

　
一
世
帯
あ
た
り
20
万
円

●
必
要
書
類

　
見
舞
金
支
給
申
請
書
、
り
災
証
明
書
の
写

し
、
振
込
口
座
の
通
帳
の
写
し（
世
帯
主
名

義
）、
本
人
確
認
書
類
の
写
し
、
委
任
状（
世

帯
主
本
人
以
外
が
申
請
す
る
場
合
、
世
帯
主

本
人
か
ら
の「
委
任
状
」が
必
要
で
す
）。

※
申
請
書
は
福
祉
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

●
申
込
期
限　
平
成
29
年
３
月
31
日（
金
）

●
申
込
方
法　
左
記
の
住
所
へ
期
限
ま
で
に

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

日
本
財
団
災
害
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
熊
本
本
部

☎
０
７
０（
３
６
２
３
）９
６
１
１

・
郵
送　
〒
１
０
７

－

８
４
０
４

東
京
都
港
区
赤
坂
１

－

２

－

２

日
本
財
団 

ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

推
進
チ
ー
ム 

熊
本
地
震 

見
舞
金
受
付
係

家
屋
の
片
づ
け
が
困
難
な
人
を
対
象
に

掃
除
や
片
付
け
支
援
な
ど
を
行
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
を
し
て
い
ま
す
。
必
要

な
人
は
要
望
受
付
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
人
も
随
時

募
集
し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

●
問
い
合
わ
せ

■
要
望
受
付
☎
０
９
６（
２
９
３
）６
５
１
６

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
付

☎
０
９
０（
８
３
４
８
）２
５
７
０

ボランティアは子どもから大人まで
たくさんの人が参加しています

全国からの応援メッセージもあつまって
います

全壊 大規模 半壊 一部
電気料金などの支払い猶予など13

【問】下記、問い合わせ先へご連絡ください。

　

免
除
を
適
用
す
る
た
め
に

は
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
手
続
き
に
は
り
災
証
明
書
な

ど
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
上
水
道
料
金
の
減
免

　
熊
本
地
震
の
影
響
に
よ
る
水
道
水
の
濁
り

に
つ
き
ま
し
て
、
大
津
菊
陽
水
道
企
業
団
給

水
条
例
第
36
条
の
規
定
に
基
づ
き
下
記
の
よ

う
に
減
免
し
ま
す
。　

●
対
象
期
間

　

６
月
、
７
月
請
求
分（
４
月
の
検
針
日
～

６
月
の
検
針
日
ま
で
の
約
60
日
間
使
用
分
）。

●
減
免
内
容

　
定
期
検
針
間
で
の
使
用
期
間（
約
60
日
間
）の

う
ち
濁
水
を
給
水
し
た
期
間
が
10
日
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
お
知
ら
せ
水
量
か
ら
１
／
６
を
差
引

い
た
水
量
で
、
料
金
算
定
い
た
し
ま
す
。

※
定
期
検
針
時
に
各
家
庭
に
配
布
す
る「
水

道
使
用
量
の
お
知
ら
せ
」を
基
準
に
当
て

は
め
て
計
算
を
し
て
く
だ
さ
い
。
濁
水
に

よ
る
一
律
減
免
の
場
合
は
個
別
で
の
お
知

ら
せ
は
し
ま
せ
ん
。

▼
漏
水
修
繕
に
よ
る
料
金
減
免

　

給
水
装
置
に
お
い
て
生
じ
た
漏
水（
地
震

に
よ
る
漏
水
を
含
む
）に
対
し
て
、
漏
水
修

理
完
了
後
、
水
道
料
金
減
免
申
請
書
で
の
申

請
に
よ
り
水
道
料
金
の
減
免
を
行
い
ま
す
。

●
必
要
書
類

・
水
道
料
金
減
免
申
請
書

・
工
事
写
真

・
修
理
前
、
修
理
後
の
写
真

※
申
請
書
に
は
申
請
者
と
施
工
業
者
の
押
印

が
必
要
で
す
。
申
請
書
は
企
業
団
窓
口
で

受
け
取
り
で
き
ま
す
。
ま
た
、
企
業
団

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.ookiku-
w

ater.or.jp/

）で
も
確
認
で
き
ま
す
。

上水道料金減免など14
【問】大津菊陽水道企業団　☎096（293）7711

災害弔慰金 災害障害見舞金15
【問】役場福祉課　福祉係　☎096（293）3510

全壊 大規模
日本財団 住宅損壊見舞金16

【問】下記、問い合わせ先へご連絡ください。

災害ボランティアセンター17
【問】下記、問い合わせ先へご連絡ください。

地
震
に
よ
り
、
町
総
合
体
育
館
を
は
じ

め
町
内
多
く
の
社
会
教
育
施
設
が
被

害
を
受
け
て
い
ま
す
。
比
較
的
被
害
が
少
な

い
施
設
も
、
現
在
避
難
所
と
し
て
利
用
し
て

お
り
、
次
に
あ
げ
る
社
会
教
育
施
設
は
当
面

の
間
、
一
般
の
利
用
を
中
止
し
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
施
設
の
安
全
性
が
確
認
さ
れ
次
第

随
時
貸
し
出
し
を
行
う
予
定
で
す
。
使
用
に

つ
い
て
の
情
報
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
生

涯
学
習
情
報
誌
、
広
報
な
ど
に
よ
り
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

●
利
用
で
き
な
い
社
会
教
育
施
設

町
中
央
公
民
館
、
町
文
化
ホ
ー
ル
、
大
津
地

区
公
民
館
分
館
、
陣
内
地
区
公
民
館
分
館
、

錦
野
地
区
公
民
館
分
館
、
平
川
地
区
公
民
館

分
館
、
瀬
田
地
区
公
民
館
分
館
、
町
民
交
流

施
設（
オ
ー
ク
ス
プ
ラ
ザ
）、
野
外
活
動
等
研

修
セ
ン
タ
ー
、
矢
護
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
町
総
合
体
育
館
、
町
運
動
公
園（
球

技
場
・
競
技
場
サ
ッ
カ
コ
ー
ト
・
弓
道
場
）、

菊
阿
体
育
館
、
武
道
館

●
貸
出
し
開
始
施
設 

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

昭
和
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、杉
水
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

高
尾
野
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
山
村
広
場（
全

体
）、
町
運
動
公
園（
多
目
的
広
場
・
競
技
場

ト
ラ
ッ
ク
・
ク
レ
ー
コ
ー
ト
）

町内社会教育（体育含む）施設の利用休止について（５月16日現在）18
【問】　生涯学習施設関係　役場生涯学習課　生 涯 学 習 係　☎ 096（293）2146

　スポーツ施設関係　役場生涯学習課　生涯スポーツ係　☎ 096（293）8088

13 12広報おおづ 2016.6広報おおづ 2016.6
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もっと、大津を好きになる

大津町まちおこし大学実践研究科 2 期生募集！
　～あなたも夢を実現してみませんか？～

　「農業」や「食」、「観光」などの分野において、実践研究科で学び、その学んだ内
容を活かし、「実践」することで、自分たちの夢・企画を実現し、それらが「大津町
の活性化」につながるという仕組みづくりを、月に１～２回、一年間を通して学ぶ学
科です。最終的には、机上の空論ではない、実現可能な（起業につながるような）計
画を、事業コンペ形式で提案してもらいます。（例：「６次産業化」や、「フットパス
などによる観光」など）

※学んだ後に、事業を自分で実施して頂きます。　
※提案内容の優秀なものに対し、町が事業実現の「支援」をします。

●募集人数　20人程度　　　　　　
●対　　象　農業・食・観光などに関係する仕事をしている人（または、これからしようとしている人）
●入学資格　大津町に在住か、通勤・通学している、満16歳以上の人
●学　　費　入学費、学費は無料　（実費などの負担をお願いすることがあります）　
●応募方法　応募用紙に記載の上、事務局に提出してください。　　　　　　　　　　 
　　　　　　※応募用紙は役場総務課または、町ホームページからダウンロードをしてください。
　　　　　　※書類選考の上、合否を通知します。必要に応じて面談などを行うこともあります。
●応募締切　７月１日（金）
●申し込み・問い合わせ
　大津まちおこし大学事務局（総務課内）☎ 096(293)3111　FAX 096（293）4836
　メールアドレス　soumu@town.ozu.kumamoto.jp
　ホームページ（http://www.town.ozu.kumamoto.jp/development/chiiki/daigaku.html）

■実践研究科とは？

【事業スケジュール例】
　■昨年の様子
　（スケジュールは都合により
　変更になる場合があります。）

ここからスタート！（８月頃を予定
しています）

主に民間や大学の方を講師に学びま
す

事業先進地を訪れ研修を行います

事業審査提案会に向けて事業計画を
練ります

優秀なものには町からの支援も予定
しています（平成 29 年３月頃）

計画を立てた事業を実践していだき
ます（平成 29 年４月以降）

年間の事業報告を行います

1 開校式 2 座学 3 先進地研修

5 事業審査提案会 6 事業実施 7 事業報告会

■大津町まちおこし大学実践研究科２期生募集

4 事業計画作成

　
地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
人
で
、
一
定
の

要
件
を
満
た
す
場
合
、
町
税
に
つ
い
て
税
額

が
軽
減
ま
た
は
、
免
除
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
減
免
対
象
と
な
る
町
税
は
、
町
県
民

税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
で
す
。

　
今
回
の
災
害
に
つ
い
て
は
、
被
害
が
甚
大
で

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
現
在
、
減
免
内
容
の
見

直
し
や
減
免
手
続
き
の
簡
略
化
な
ど
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
ま
す
。
決
定
次
第
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務
課　
住
民
税
係
・
固
定
資
産
税
係

　
☎
０
９
６（
２
９
３
）３
１
１
７

　
建
築
士
を
派
遣
し
た
無
料
の
現
場
相
談
や
、

事
務
所
相
談
の
予
約
が
で
き
る
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
を
公
益
財
団
法
人 

住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
・
紛
争
処
理
支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
設
し
て

い
ま
す
。

　
被
災
住
宅
の
補
修
や
再
建
に
関
す
る
電
話

相
談
も
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
受
付
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

（
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

●
問
い
合
わ
せ

　
住
宅
補
修
専
用
・
住
ま
い
る
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０（
３
３
０
）７
１
２

　
こ
の
た
び
の
一
連
の
地
震
に
よ
る
被
害
に
関
し
、

日
本
赤
十
字
社
、
共
同
募
金
会
お
よ
び
熊
本
県
に
お

い
て
募
集
さ
れ
た
義
援
金
を
被
災
者
へ
配
分
し
ま
す
。

※
配
分
時
期
、
金
額
は
未
定
で
す
。

●
配
分
対
象
被
害
お
よ
び
対
象
被
害
者

　
人
的
被
害　
死
亡
者
、
行
方
不
明
者
お
よ

　
　
　
　
　
　
び
重
傷
者

　
住
家
被
害　
全
壊
、
大
規
模
半
壊
、
半
壊

　
　
　
　
　
　
し
た
住
家

●
問
い
合
わ
せ　
役
場
福
祉
課　
福
祉
係

　
☎
０
９
６（
２
９
３
）３
５
１
０

　

大
津
町
へ
の
義
援
金
は
現
在
募
集
中
で

す
。
配
分
時
期
、
金
額
に
つ
い
て
は
未
定
で

す
。
決
定
次
第
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
受
付
期
限　
7
月
29
日（
金
）

●
義
援
金
受
け
入
れ
口
座

・
口
座
名
義

　
熊
本
地
震
義
援
金　
大
津
町
長　
家
入
勲

（
く
ま
も
と
じ
し
ん
ぎ
え
ん
き
ん　
お
お
づ

　
ち
ょ
う
ち
ょ
う　
い
え
い
り
い
さ
お
）

・
銀
行
名
お
よ
び
口
座
番
号

　
肥
後
銀
行　
大
津
支
店　

　
普
通　
２
１
１
３
２
６
９

・
振
替
手
数
料　
無
料　
※
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
振

り
込
む
場
合
は
有
料
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
役
場
災
害
対
策
本
部

☎
０
９
６（
２
９
３
）３
１
１
１

　
司
法
書
士
に
よ
る
被
災
者
支
援
の
た
め
の

無
料
法
律
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は

予
約
不
要
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
実
施
期
間　
６
月
29
日（
水
）ま
で
の

　
　
　
　
　
　
毎
週
水
曜
、
金
曜
日

●
実
施
時
間　
午
後
1
時
～
午
後
４
時

●
実
施
場
所　
町
役
場
南
側
仮
設
テ
ン
ト

●
問
い
合
わ
せ　
熊
本
司
法
書
士
会

　
☎
０
９
６（
３
６
４
）２
８
８
９

　

地
震
に
よ
り
負
傷（
家
財
の
下
敷
き
に
な

り
骨
折
な
ど
）し
、
1
カ
月
以
上
、
医
師
に

よ
る
治
療
を
要
し
た
人
は
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
二
次
災
害（
復
旧
作
業
で
屋
根
の
修
理
中

に
転
落
し
骨
折
な
ど
）は
除
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
役
場
福
祉
課　
福
祉
係

　
　
　
　
　
☎
０
９
６（
２
９
３
）３
５
１
０

　
住
民
票
が
あ
る
大
津
町
か
ら
他
の
市
町
村

へ
避
難
を
さ
れ
て
い
る
人
は
、
避
難
先
の
内

容
な
ど
を
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
項
目

①
氏
名（
通
称
が
住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い

る
外
国
人
住
民
は
氏
名
・
通
称
）や
生
年
月

日
な
ど
。

②
避
難
元
の
住
所
。

③
避
難
先
の
所
在
地
、
連
絡
先
電
話
番
号
。

※
同
一
世
帯
員
と
と
も
に
避
難
し
て
い
れ
ば

そ
の
人
の
①
～
③
の
情
報
。

●
問
い
合
わ
せ　
役
場
総
務
課　

　
☎
０
９
６（
２
９
３
）３
１
１
１

　
災
害
情
報
が
放
送
さ
れ
る
、
防
災
無
線
が

聞
き
取
り
に
く
い
人
で
大
津
町
総
合
情
報

メ
ー
ル「
か
ら
い
も
く
ん
便
り
」へ
の
登
録
が

済
ん
で
い
な
い
人
は
ぜ
ひ
登
録
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
防
災
無
線
で
放
送
さ
れ
た

同
じ
内
容
が
メ
ー
ル
で
お
手
元
に
届
き
ま

す
。

※
防
災
無
線
の
内
容
以
外
に
も
町
の
情
報
な

ど
が
届
き
ま
す
。

●
登
録
方
法

①
携
帯
電
話
、
パ
ソ
コ
ン
か
らozutow

n@
gw

.ansin-anzen.jp 

へ
空
メ
ー
ル
を
送

信
し
ま
す
。

②
自
動
返
信
メ
ー
ル
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ク
リ
ッ
ク

し
て
く
だ
さ
い
。

③
登
録
画
面
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
必
要
事
項

を
選
択
し
、
登
録
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

※
迷
惑
メ
ー
ル
対
策
を
し
て
い
る
と
メ
ー
ル

が
届
き
ま
せ
ん
。
メ
ー
ル
受
信
制
限
を
し
て

い
る
場
合
は
、「anzen.jp

」の
ド
メ
イ
ン

受
信
設
定
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
総
合
政
策
課　
情
報
計
画
係

☎
０
９
６（
２
９
３
）５
２
１
１

19　
熊
本
県
義
援
金

20　
大
津
町
義
援
金（
募
集
）

21　
町
税
の
減
免

23　
無
料
法
律
相
談
会

26　
防
災
無
線
が
聞
き
取
り
に
く

　
　
い
人
へ

22　
住
宅
補
修
専
用
電
話
相
談

24　
地
震
に
よ
り
負
傷
し
た
人
へ

25　
他
の
市
町
村
へ
避
難
中
の
人
へ
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面倒だよねえ

若者と政治を結ぶ活動を行っている NPO 法人ドットジェイピー
熊本支部に所属する大学生と共同で制作しました。

大
学
生
に
選
挙
に
つ
い
て
本
音
を
聞
き
ま
し
た

投票できるよ
うになります

。
18歳。だから

、
７月の参議

院議員選挙
から 18歳以

上の若者が
投票に行く

僕
ら
の
世
代
っ
て
選
挙
に

関
心
な
い
人
多
い
よ
ね
？

自
分
の
一
票
で
ど
う
暮
ら

し
が
変
わ
る
の
か
、
実
感

が
持
て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
。

私
も
た
っ
た
一
票
で
は
何

も
変
わ
ら
な
い
と
思
っ
て

た
。
以
前
、
投
票
を
呼
び

掛
け
る
活
動
を
し
た
け
ど

若
い
人
の
反
応
は
良
く
な

か
っ
た
よ
。

な
ん
で
投
票
に
行
か
な
い

の
か
な
？

日
々
の
生
活
に
不
満
が

あ
っ
て
も
、ど
う
し
た
ら

い
い
の
か
ま
で
は
考
え
な

い
し
、税
金
の
使
い
道
ま

で
気
に
し
て
な
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
。

投
票
日
の
前
に
投
票
で
き

る
期
日
前
投
票
も
あ
る
ん

だ
け
ど
ね
。

身近にきっかけ
があればなあ

熊本県市町村広報担当者による合同特集 Kumamoto Prefecture Public Relations Associati
on 合 同

特 集

松ま
つ
な
が永 

和
い
づ
み 

さ
ん

期
日
前
投
票
に
行
く
同
級

生
は
、
ほ
と
ん
ど
い
な
い

よ
ね
。
期
日
前
投
票
を
知

ら
な
い
人
も
多
い
と
思

う
。
ど
う
し
た
ら
み
ん
な

投
票
に
行
く
ん
だ
ろ
う
？

身
近
な
と
こ
ろ
で
疑
問
を

感
じ
る
場
面
や
き
っ
か
け

が
あ
れ
ば
い
い
と
思
う

な
。

大
学
や
駅
、
ス
ー
パ
ー
な

ど
に
投
票
箱
が
あ
れ
ば
い

い
と
思
う
。
そ
れ
に
自
分

の
声
を
代
弁
し
て
く
れ
る

同
世
代
の
候
補
者
が
い
る

と
い
い
な
。

小お

の野 

奈な

な

み
々
実 

さ
ん

岩い
わ
も
と元 

誠せ
い
ご悟 

さ
ん

長な
が
の野 

大だ
い
さ
く作 

さ
ん

VOICE

NPO 法人ドットジェイピー
若年投票率の向上を目的に活動する NPO法
人。熊本を含む全国 21 支部のエリアで、大
学生スタッフを中心に議員インターンシップ
や投票率アップを図る活動を行っている。

期日前投票と不在者投票

期日前投票とは、投票日に仕事や旅行などで投票できない場合、

選挙公示日（告示日）の翌日から投票日の前日まで、市町村の

役所などで投票できる制度です。不在者投票とは、不在者投票

の手続きをすることで、選挙期間中に名簿登録地以外に滞在し

ている人や病院などに入院している人が投票できる制度です。

　

県
内
の
投
票
率
は
年
々
下
が
っ

て
い
ま
す
。
前
回
の
衆
議
院
議
員

選
挙
の
投
票
率
は
約
50
％
、
特
に

20
代
の
投
票
率
が
３
割
を
切
る
状

況
で
し
た
。

　

投
票
は
、自
分
の
意
見
や
願
い

を
代
弁
す
る
人
を
選
び
、
自
分
の

生
活
に
反
映
さ
せ
て
い
く
一
つ
の

方
法
で
す
。
意
思
表
示
を
し
な
い

と
、
自
分
が
願
う
社
会
に
な
り
ま

せ
ん
。

　
若
い
人
た
ち
も
選
挙
に
行
っ
て

自
分
の
意
志
で
代
弁
者
を
選
ん
で

ほ
し
い
で
す
ね
。
投
票
は
政
治
参

加
へ
の
第
一
歩
。
そ
の
権
利
を
無

駄
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

私たちの
権利なんだね

若い人の投票率
は低いんだね

政
治
参
加
へ
の
第
一
歩

0
10
20
30
40
50
60
70
80

20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代〜

◆平成 26 年衆院選の年代別投票率
　（県内抽出調査による推計値）

熊本県選挙管理委員会

平
ひ ら は た

畑 雅
ま さ き

規 書記

初めての選挙に行くばい！

　
主
権
者
意
識
の
向
上
と
投
票
参

加
を
呼
び
掛
け
る
た
め
、
高
校
で

選
挙
の
出
前
授
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。一
部
の
高
校
で
は
期
日
前
投
票

所
の
設
置
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
家
庭
な
ど
で
も
選
挙
を
話
題
に

し
て
若
い
人
た
ち
か
ら
関
心
を
高

め
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

20
代
の
低
い
投
票
率

投
票
で
自
分
の
願
う
社
会
へ

若
い
人
た
ち
か
ら
関
心
を
高
め
て

IN
T

E
R

V
IE

W

県
選
挙
管
理
委
員
会
に
聞
く

あなたの一票で新しい未来を  　     。

　一票くらいでは何も変わらないと
思うかもしれません。しかし、若い
世代が投票に行かないと、投票する
世代だけのための政策が重視されて
しまう可能性もあります。若い世代
が活躍できる未来のためにも、あな
たの声を政治に届けてみませんか。

あなたの一票が
新しい未来をつくる

投票率
（％）

18 歳。だから、投票に行く

28.5%
37.4%

47.5%

62.1% 64.3% 59.7%
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衛生費
乳児・１歳６ヵ月児・３歳児や妊婦健診などを
行うための費用 4,283万円

各種の予防接種を行う費用 1億5,859万円
特定健診を含むふるさと総合健診や各種検診の
費用 5,706万円

中学３年生までの子どもの医療費を助成するた
めの費用 1億7,122万円

住宅用太陽光発電システム設置補助等 300万円
菊池環境保全組合への負担金やゴミの処理のた
めの費用 3億899万円

再生資源回収助成などごみ減量化、資源化のた
めの費用 655万円

し尿処理のための菊池広域連合負担金やし尿運
搬費の助成のための費用 1億0,940万円

議会費
定例会や臨時会の会議録や議会広報発行のた
めの費用 511万円

総務費
菊池広域連合への負担金（火葬場費・管理費） 1,254万円

「広報おおづ」を発行する費用 654万円
合併60周年記念事業のための費用 861万円
電子計算機器の借上げ及び保守委託料などの費用 1億575万円
交通安全教育やカーブミラー工事などの費用 1,275万円
防犯対策のための費用 2,588万円
大津まちおこし大学の活動や地域づくり推進事
業補助金などの費用 1,156万円

地方バスと乗合タクシーの運行費補助 5,380万円
社会資本整備総合交付金事業（防犯灯ＬＥＤ化
工事、防犯カメラ設置工事など） 2,700万円

参議院議員通常選挙、町長選挙、町議会議員一
般選挙の費用 4,057万円

農業委員会一般選挙の費用 602万円

民生費
国民健康保険特別会計の安定化のための費用 3億189万円
介護保険特別会計の安定化のための費用 3億5,590万円
後期高齢者医療制度のための費用 3億6,943万円
障害者自立支援事業に係る費用 8億921万円
養護老人ホームへの負担金 8,738万円
シルバー人材センターの助成費 800万円
消費税の引き上げに伴う低所得者や子育て世帯
への影響を緩和するための臨時給付金 4,204万円

学童保育に係る費用 9,265万円
保育園、家庭的保育室などの運営のための費用 11億5,156万円
児童手当の支給費 7億5,560万円
新設保育所の整備補助金 1億5,722万円
私立保育園の負担金 7億5,690万円

教育費
学力向上や特別支援学級のための非常勤職（56
人）の費用 6,844万円

教育相談事業など教育支援センターの運営にか
かる費用 904万円

学校図書、授業用教材など小中学校の備品購入費 2,540万円
幼稚園就園補助 4,485万円
私立幼稚園入園料補助 300万円
文化施設や生涯学習施設の管理、運営に要する
費用 1,591万円

図書館の運営、図書購入などの費用 8,018万円
運動公園や体育館の維持管理費 7,496万円
学校給食センターに関する費用 1億5,563万円
社会資本整備総合交付金事業（運動公園多目的
広場整備工事） 5億円

農林水産業費
青年就農者への給付金 2,550万円
岩戸の里関連施設を維持管理のための費用 875万円
農地などを維持するための助成費用 1億152万円
圃場整備事業の費用 １億805万円
農業集落排水特別会計への繰出金 1億658万円
町有林保育事業の委託費 3,066万円

土木費
町道の維持管理の補修工事や街路樹管理のため
の費用 1億67万円

町道などの新設や改良などのための費用 2億8,561万円
町立公園等の維持管理のための費用 7,334万円
公共下水道特別会計への繰出金 2億7,473万円
社会資本整備総合交付金事業（門出２号線道路
整備工事ほか） 1億6,283万円

町営住宅の改修工事などのための費用 4億2,401万円

商工費
地域おこし協力隊や観光協会の運営費など観光
振興のための費用 3,146万円

ビジターセンターなど観光施設を管理するため
の費用 2,478万円

社会資本整備総合交付金事業費（上井手景観整
備工事等） 5,500万円

国際交流派遣事業などの国際交流のための費用 481万円

消防費
菊池広域連合消防本部への負担金 2億8,822万円
消防団の活動や防火水槽など消防施設の整備費 8,336万円
社会資本整備総合交付金事業（備蓄倉庫の建設
工事） 1億446万円

公債費
借入金（町債など）の返済に充てるための費用 14億349万円

平成28年度当初予算の主な事業
目的別内訳

※万円以下四捨五入
※端数処理により合計は一致しない場合があります

平成28年度　町の予算総額平成28年度　町の予算総額

みんなで
つくろう　元気

　大津　人と自然にやさしい　心かよいあう　まち

平成28年度　予算

206億1,411万円
　平成２８年度の予算額は、一般会計で128億6,404万円です。対前年度比5億9,578万円

4.86％の増額です。特別会計と合わせると206億1,411万円で、前年度の当初予算より7

億1,025万円、3.57％の増額となっています。　

　特別会計予算の総額は、77億5,007万円で前年度に比べると、1億1,448万円の増額で

す。特別会計の予算規模は、共有財産特別会計、その他の特別会計（国民健康保険、介護保

険、後期高齢者医療）は全て増額、公営企業会計（公共下水道、農業集落排水特別会計、工業

用水道事業）は工業用水道事業のみ増額、他は減額になっています。

　個別に見ると、国民健康保険が1億1,971万円、共有財産が567万円、介護保険が8,005

万円、後期高齢者医療が996万円、工業用水道が520万円増額、公共下水道が１億507万

円、農業集落排水特別会計が104万円減額となっています。

会計名

農業や自営業、退職者などの皆さんの保険給付や人間ドックなどの
保険事業の会計です。

大津町、南阿蘇村（旧長陽村）、菊陽町、菊池市（旧旭志村、旧泗
水町）、合志市（旧合志町）の市町村で1,108haの共有財産、緑資
源公団の分収育林管理などの会計です。

生活環境の向上と河川の汚濁防止などを目的に、生活雑排水などの
処理施設を整備する会計です。

農村地帯の生活環境の向上と河川の汚濁防止などを目的に、生活
雑排水などの処理施設を整備する会計です。

熊本県後期高齢者医療広域連合が行う後期高齢者の皆さんの医療給
付に伴う保険料、健診などが主な会計です。

高齢者の皆さんの介護に関するサービス給付が主な会計です。

熊本中核工業団地内の工場で使用される工業用の水道給水を行うた
めに設けられた独立採算制の会計です。

※表示単位未満端数処理のため合計額は一致しない場合があります。

予算額 対前年比 会計名 予算額 対前年比

一般会計

国民健康保険特別会計

大津町外四ケ市町村共有財産
管理処分事務受託特別会計

公共下水道特別会計

128億6,404万円

36億1,244万円

2,291万円

12億3,077万円

+4.86％

＋3.43％

＋32.89％

－7.87％

介護保険特別会計

農業集落排水特別会計

後期高齢者医療特別会計

工業用水道事業会計

23億5,953万円

１億3,990万円

２億7,988万円

1億464万円

＋3.51％

－0.74％

＋3.69％

＋5.23％

平成2８年度の予算規模

206億1,411万円（+3.57％）合　計
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　平成28年度予算を目的別でみると、増額の主なも
のについては、教育費が５億6,840円の増額です。社
会資本整備事業における運動公園多目的広場の改
修事業によるものです。消防費は1億1,468万円の
増額で、こちらも社会資本整備事業の防災備蓄倉庫
建設によるものです。

　民生費は人口増などに伴う扶助費等の増により、
1億1,610万円の増額となっています。また、減額の
主なものは、土木費で1億7,365万円の減額です。
　これは公共下水道特別会計への繰出金の減額が
大きく影響しています。

歳出（目的別内訳）歳出（性質別内訳）

※端数処理により合計は一致しない場合があります
※万円以下四捨五入

義務的経費
64億4,959万円
（50.1％）その他の経費

44億7,985万円
（34.8％）

人件費
19億5,669万円
（15.2％）

扶助費
30億6,951万円
（23.9％）

公債費
14億2,338万円
（11.1％）

補助金など
16億196万円
（12.5％）

物件費
16億663万円
（12.5％）

その他の経費
1億5,411万円
（1.2％）

繰出金
11億1,713万円
（8.7％）

補助事業
16億1,633万円
（12.6％）

単独事業
2億5,185万円
（2.0％）

予備費
6,641万円
（0.5％）

投資的経費
12億236万円
（9.7％）

民生費
45億5,418万円
（35.4％）

衛生費
10億1,462万円
（7.9％）

農林水産業費
5億6,237万円
（4.4％）

商工費
1億7,558万円
（1.4％）

土木費
14億9,837万円
（11.6％）

消防費
4億9,975万円
（3.9％）

教育費
16億9,905万円
（13.2％）

災害復旧費
560万円
（0.0％） 公債費

14億2,338万円
（11.1％）

予備費
6,641万円
（0.5％）

議会費
1億706万円
（0.8％）

総務費
12億5,603万円
（9.8％）

　「平成28年度　予算」の記事に関しては「平成28年熊本地震」の
影響により今後変更になる可能性があります。
　災害関係の予算と合わせて、広報やホームページなどでご連絡を
させていただきます。よろしくお願いします。
　　

【問い合わせ】　役場財政課　財政係　☎ 096（293）3118

一般会計予算

歳入

※端数処理により合計は一致しない場合があります
※万円以下四捨五入

　今年度の一般会計予算については、平成２４年度
から５カ年計画で継続していました社会資本整備総
合交付金事業（中心市街地地区）が最終年度というこ
とで、投資的経費の増額が大きく影響し、前年度と比

　自主財源は歳入全体の4４.0％を占めていますが、
前年比2億8,599万円、4.8％の減となっています。
　町民税は昨年と比較し2,700万円増額で計上して
いますが、町税全体で1億9,567万円（4.6％）の増額
となっています。分担金負担金は私立保育所負担金
が制度改正による算定方法の見直しにより、1,606
万円の減額です。使用料・手数料は5,630万円の増
額です。繰入金は4億6,976万円（49.0％）の減額で
す。その他のうち、諸収入が2,287万円（5.８％）の減
額です。繰越金は昨年と同額で、その他として1,465
万円（1.0％）の減額となっています。
　依存財源は、前年度比８億8,176万円（14.0％）の

自主財源
56億6,484万円
（44.0％）

依存財源
59億9,733万円
（48.2％）

町税
44億5,045万円
（34.6％）

分担金･負担金
3億845万円
（2.4％）

使用料･手数料
２億6,496万円
（2.1％）

繰入金
4億8,953万円
（3.8％）

その他
1億5,144万円
（1.2％）

地方交付税
17億円
（13.2％）

国庫支出金
21億2,053万円
（16.5％）

県支出金
10億5,176万円
（8.2％）

町債
15億5,190万円
（12.1％）

その他
7億7,500万円
（6.0％）

較して４.86％増の予算編成になっています。
　予算総額では前年度に比べ５億9,578万円の増
額となっています。

増額です。地方交付税は前年度同額で17億円を見
込んでいます。国庫支出金は約3億3,411万円の
増額です。社会資本整備総合交付金が大きく増額
しています。県支出金も、5,115万円の増額です。
　主な増額は児童福祉費負担金で、子どものため
の教育・保育給付費が１億9,841万円です。町債は、
２億9,050万円（23％）の増額です。臨時財政対策
債は、6億円で前年比1億円（14.3％）の減額です。
　そのほかの町債は、それぞれの事業にかかるも
のですが、社会資本整備総合交付金事業、公営住
宅建設事業などがあります。
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部　名 課　名 職　　名 氏　名 前　　職

総務部

総務課
参事 太田　小織 教育部　生涯学習課　公民館参事
主事 岡村　海咲 教育部　子育て支援課　子育て支援係

財政課

課長 羽熊　幸治 総務部　総合政策課長補佐兼財政係長兼行革推進係長
財政係長兼行革推進係長 本司　貴大 総務部　総合政策課　財政係参事
財政係 蔵森　史香 住民福祉部　福祉課　福祉係
財政係 安武美穂子 総務部　総合政策課　財政係
管財係長 山下　宏介 総務部　総務課　管財係参事
管財係 中原　裕二 教育部　学校教育課　施設係

税務課

課長 上田ゆかり 住民福祉部　住民課長
住民税係長 村山　博徳 教育部　学校教育課　学務係長
住民税係 犬飼　成海 住民福祉部　福祉課　福祉係
住民税係 坂本　郁子 新規採用
課長補佐兼固定資産税係長 保々　英樹 総務部　税務課主幹兼固定資産税係長
固定資産税係 石原　春香 会計課　会計係
固定資産税係 千綿　小捺 新規採用
課長補佐兼管理係長 荒木　啓一 総務部　税務課主幹兼管理係長
管理係 後藤　謙介 住民福祉部　健康保険課　健康推進係
管理係 五島　　梓 住民福祉部　福祉課　介護保険係

人権推進課
主幹兼人権推進係長 村上　博文 総務部　人権推進課　人権推進係長
主幹兼人権啓発福祉センター長 中原　　均 教育部　生涯学習課　図書館副館長

住民
 福祉部

部長 本郷　邦之 総務部　総務課長

環境保全課
課長 松永　佐鶴 菊池広域連合派遣
環境保全係 緒方　和史 住民福祉部　住民課　戸籍係
環境保全係 坂崎　友則 経済部　農政課　農林係

住民課

課長兼戸籍係長 坂田　勝德 農業委員会事務局長
住民係長 松本美由紀 住民福祉部　住民課　住民係主査
住民係 豊岡　莉奈 総務部　税務課　住民税係
住民係 原野さくら 新規採用
戸籍係　参事 東　　洋文 住民福祉部　環境保全課　環境保全係参事
課長補佐兼住宅係長 荒牧　修二 住民福祉部　住民課主幹兼住宅係長

福祉課

福祉係長 高橋由紀美 熊本県総務部市町村課派遣
福祉係 岡村　裕子 総務部　税務課　固定資産税係
審議員兼障害福祉係長 西岡多津朗 経済部　企業誘致課長補佐兼企業誘致係長
障害福祉係 安武　祐成 住民福祉部　福祉課　福祉係
障害福祉係 大塚　麻友 住民福祉部　福祉課　福祉係
障害福祉係 松本　伊織 住民福祉部　福祉課　福祉係
介護保険係長 北之園元子 住民福祉部　福祉課　地域包括支援係主査
介護保険係 松山　由佳 新規採用
課長補佐兼地域包括支援係長 鍋島　景子 住民福祉部　福祉課主幹兼地域包括支援係長

健康保険課
課長 坂田　敬介 住民福祉部　環境保全課長
健康推進係 中島啓史朗 新規採用
国保・医療係 和久田磨里 総務課

経済部

部長 松岡　秀雄 経済部　商業観光課長
次長兼農政課長 古庄　啓起 経済部　農政課長

農政課

農政係長 田島　公洋 総務部　総合政策課　企画政策係参事
農政係 西岡宗一郎 新規採用
農林係長 中島　　隆 土木部　下水道課　建設係主査
農林係 志賀　太樹 総務部　税務課　管理係
農林係 井上　晃輔 新規採用

商業観光課
課長 梅田　博隆 総務部　総務課長補佐兼管財係長
商業観光係長 中井雄一郎 総務部　税務課　住民税係長

企業誘致課
課長 村山　龍一 経済部　商業観光課長補佐兼商業観光係長
企業誘致係長 山田　和之 総務部　税務課　住民税係参事

平成28年度人事異動

田中　令児（総務部長）
大塚　義郎（経済部長）
松永　髙春（教育部長）
徳永　　太（総務部次長兼総合政策課長）
中村　克則（総務部税務課長）
桐原ユウ子（住民福祉部健康保険課長）
片山　文男（土木部建設課長）
髙本　淳一（土木部下水道課長）
西村　一美（教育部生涯学習課長）
芳﨑　優次（土木部都市計画課審議員兼建築係長）
江原よね子（教育部学校教育課審議員兼給食センター所長）
井上由美子（教育部子育て支援課審議員兼大津保育園長）
梅田亜紀子（住民福祉部健康保険課参事）

職員の退職（３月31日付）　　今までありがとうございました

部・課長級　（昇格のみ）

住民福祉部長 本
ほん

郷
ごう

　邦
くに

之
ゆき

教育部長 市
いち

原
はら

　紀
みち

幸
ゆき

総務部総務課長 藤
ふじ

本
もと

　聖
せい

二
じ

経済部商業観光課長 梅
うめ

田
だ

　博
ひろ

隆
たか

土木部下水道課長 野
の

田
だ

　　智
さとる

住民福祉部福祉課
審議員兼障害福祉係長 西

にし

岡
おか

多
た

津
つ

朗
ろう

部　名 課　名 職　　名 氏　名 前　　職

総務部

　 部長 杉水　辰則 住民福祉部長

総合政策課

課長 坂本　光成 総務部　総合政策課長補佐兼地域づくり推進係長
課長補佐兼企画政策係長 白石　浩範 総務部　総務課主幹兼行政係長
企画政策係主査 田上　雄一 総務部　総務課　人事秘書係主査
主幹兼情報計画係長 西光　優人 総務部　総合政策課　情報計画係長

総務課

課長 藤本　聖二 総務部　総合政策課長補佐兼企画政策係長
行政係長 宮﨑　俊也 選挙管理委員会　書記
課長補佐兼人事秘書係長 木村　欣也 総務部　総務課主幹兼人事秘書係長
人事秘書係 西本　千鶴 住民福祉部　住民課　住民係
人事秘書係 小田　順一 総務部　税務課　固定資産税係
地域づくり推進係長 岩下　潤次 監査委員　書記
地域づくり推進係 井手尾健司 総務部　総合政策課　企画政策係
地域づくり推進係 西岡　潤也 総務部　総合政策課　地域づくり推進係
菊池広域連合派遣 吉住　憲司 教育部　生涯学習課審議員兼図書館長
菊池環境保全組合派遣 德留　久士 経済部　農政課　農政係主査
熊本県企画振興部地域振興課派遣（総務課参事） 辻口　浩二 熊本県企画振興部地域振興課派遣（総務課主査）

（敬称略）町職員

経済部長 松
まつ

岡
おか

　秀
ひで

雄
お

土木部次長兼建設課長 大
おお

田
た

黒
ぐろ

哲
てつ

郎
ろう

総務部財政課長 羽
は

熊
ぐま

　幸
こう

治
じ

経済部企業誘致課長 村
むら

山
やま

　龍
りゅう

一
いち

農業委員会事務局長 田
たの

上
うえ

　克
かつ

也
や

教育部子育て支援課
審議員兼大津保育園長 坂

さか

本
もと

　一
かず

正
まさ

経済部次長兼農政課長 古
ふる

庄
しょう

　啓
けい

起
き

総務部総合政策課長 坂
さか

本
もと

　光
みつ

成
なる

住民福祉部環境保全
課長 松

まつ

永
なが

　佐
さ

鶴
づる

土木部都市計画課長 元
もと

田
だ

　正
せい

剛
ごう

教育部生涯学習課長 後
ご

藤
とう

　義
よし

雄
お

【退職】
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転入 前任校 転出 転任校

大
津
中
学
校

竹下　英希　主幹教諭 荒尾市立荒尾第四中 井上　雄治　教頭 和水町立菊水中
甲斐真一郎　教諭 合志市立合志中 田中真寿美　教諭 菊陽町立武蔵ヶ丘中
園村　大地　教諭 大矢野市立大矢野中 福島　亜矢　教諭 嘉島町立嘉島中
小島　孝介　教諭 西原村立西原中 槌田　知未　教諭 玉名市立玉名中
原村真知子　教諭 新規採用

大
津
北
中
学
校

山西ふじ子　主幹教諭 山鹿市立鶴城中 甲斐　　卓　教諭 菊陽町立菊陽中
小西　秋実　教諭 菊陽町立武蔵ヶ丘中 横田　正美　教諭 合志市立西合志中
吉田　和豊　教諭 菊池市立七城中 坂本　公代　教諭 合志市立西合志南中
甲斐　典子　教諭 菊陽町立武蔵ヶ丘中 荒牧淳之介　教諭 菊池教育事務所指導主事
川野健太郎　教諭 天草市立本渡中 藪　翔太郎　教諭 荒尾市立荒尾海陽中
宮崎　　篤　教諭 大津町立大津北中
矢野　栄子　教諭 合志市立西合志南小

大
津
小
学
校

松本　　誉　教頭 菊陽町立武蔵ヶ丘小 藤田　英明　教頭 菊池市教育委員会
百田　止水　主幹教諭 山鹿市立来民小 松本　政子　主幹教諭 大津町立大津北小
甲斐　清美　教諭 菊陽町立菊陽西小 青木　栄一　教諭 菊陽町立菊陽西小
志賀　裕美　教諭 菊池市立戸崎小 林田　浩一　教諭 菊陽町立菊陽西小
緒方　奈々　教諭 津奈木町立津奈木小　 板楠　靖美　教諭 大津町立大津北小
佐々木　渚　教諭 玉名市立大浜小 野上　千秋　教諭 大津町立室小
田中　大智　教諭 宇土市宇土小 齊藤　隆仁　教諭 山鹿市立大道小
谷口　夕佳　教諭 八代市立代陽小 荒木　薫乃　教諭 玉名市立大野小
吉田　成美　教諭 新規採用 浅野　正樹　教諭 丸岡南中　福井県派遣
甲斐　耀太　教諭 新規採用
田中　真治　教諭 再任用

美
咲
野
小
学
校

草場ルミ子　校長 西原村立河原小 甲山　敏彦　校長 退職
佐藤　政臣　教頭 主幹教諭から昇任 宮本やよい　教頭 退職
永田　博弥　主幹教諭 球磨村立渡小 中村　俊介　教諭 津奈木町立津奈木中
小島　智美　教諭 益城町立広安西小 木通　美沙　教諭 熊本市立田迎南小
福田由美子　教諭 大津町立室小 村上レイ子　講師 退職
那須　友美　教諭 南阿蘇村立久木野中 松村　倫孝　講師 菊陽町立武蔵ヶ丘小
松坂　翔太　教諭 熊本市立託麻東小 坂本光大郎　講師 合志市立合志南小
平山　出雲　教諭 新規採用 城　　拓史　講師 玉名市立築山小
中村加多美　講師 大津町立大津小 山口恵梨花　講師 熊本市立出水南小

室
小
学
校

髙本　　浩　校長 合志市立西合志東小 田中　正浩　校長 合志市教育委員会
榎田　雄二　教頭 南小国町立りんどうヶ丘小 平松　伸一　教頭 山鹿市立来民小
波多野　匠　教諭 菊池市立旭志小 井野　隆治　教諭 退職
渡辺　明子　教諭 菊池市立泗水小 福田由美子　教諭 大津町立美咲野小
野上　千秋　教諭 大津町立大津小 長島　仁美　教諭 菊陽町立菊陽西小
野間口広美　教諭 大津町立護川小 早瀬　　裕　教諭 南小国町立中原小
廣重佐良子　教諭 菊陽町立菊陽西小 中村　宏美　教諭 小国町立小国中
内田　武瑠　教諭 新規採用 松永　　武　教諭 西原村立西原中
太田　嗣蔵　教諭 新規採用 恒松　真実　教諭 多良木町立久米小

大
津
南
小
学
校

羽根田祐一　教頭 菊陽町立菊陽西小 松永　隆昌　教頭 菊池市立旭志小
財満　若菜　教諭 菊陽町立武蔵ヶ丘小 井本由紀子　教諭 菊池市立花房小
宮﨑　優弥　教諭 新規採用 坂本　暢子　教諭 菊陽町立菊陽西小
林　　仁之　講師 大津町立室小 二殿　大輔　教諭 芦北町立佐敷中

古内　泰治　講師 退職
山下進太朗　講師 護川小
林　　愛里　講師 西合志南小

大
津
北
小
学
校

松本　政子　教頭 大津町立大津小 末次佐代子　校長 合志市立西合志第一小
栗木　伸昭　教諭 合志市立南ヶ丘小 中原　幸博　教諭 退職
板楠　靖美　教諭 大津町立大津小 菊川見和子　教諭 菊池市立旭志小
渡邉　道信　教諭 大津町立護川小 村田　道保　教諭 八代市立鏡小
糀本　武史　教諭 天草市立浦和小 竹本　拓也　教諭 熊本市立東部中
村上　将史　教諭 玉名市立大野小

護
川
小
学
校

鹿瀬島　優　校長 菊池教育事務所 津幡　光浩　校長 熊本市立泉ヶ丘小
稲葉　茂和　教頭　 菊池市立泗水東小 真嶋　弘治　教頭 退職
松永奇恵美　教諭　 菊陽町立菊陽中部小 渡邉　道信　教諭 大津町立大津北小
松本　直子　教諭　 菊池市立泗水東小 野間口広美　教諭 大津町立室小
山﨑　　陽　教諭　 玉名市立八嘉小 上島しおり　教諭 菊池市立泗水西小
古閑　寿子　教諭　 新規採用 柳邊明日香　教諭 熊本市立清水小

教職員 部　名 課　名 職　　名 氏　名 前　　職

土木部

次長兼建設課長 大田黒哲郎 土木部　都市計画課長

都市計画課

課長 元田　正剛 住民福祉部　福祉課長補佐兼福祉係長

都市計画係長 齊藤　孝浩 住民福祉部　福祉課　介護保険係長

建築係長 新開　和則 土木部　都市計画課　都市計画係長

建設課
課長補佐兼管理係長 藤原　司朗 土木部　建設課主幹兼管理係長

建設係 鳥井　政史 経済部　農政課　農林係

下水道課

課長兼施設係長 野田　　智 土木部　下水道課審議員兼施設係長

参事兼管理係長心得 中村　克則 再任用

建設係長 津田三千人 菊池環境保全組合派遣

建設係主査 福岡　隆司 土木部　建設課　建設係主査

会　　計　　課 会計係参事 堀川　美紀 総務課

監　査　委　員 書記 高橋　和秀 経済部　農政課　農林係長

選挙管理委員会 書記 西田　貴嗣 住民福祉部　環境保全課　エネルギー対策係主査

農 業 委 員 会 事務局長 田上　克也 経済部　農政課審議員兼農政係長

教育部

部長 市原　紀幸 教育部　学校教育課長

学校教育課

課長兼教育支援センター長 矢野　好一 経済部　企業誘致課長

学務係長 下田　春美 総務部　総務課　人事秘書係参事

課長補佐兼施設係長 清水　和己 教育部　学校教育課主幹兼施設係長

施設係 桐原　航平 新規採用

大津北中学校参事 古澤　理恵 大津北中学校主査

主幹兼学校給食センター所長 本川　淳一 教育部　学校給食センター副所長

学校給食センター 櫨川　雄大 新規採用

学校給食センター主任調理師 松永　妙子 教育部　子育て支援課　大津保育園主任調理師

学校給食センター調理師 古庄　浩三 教育部　子育て支援課　大津保育園調理師

子育て支援課

子育て支援係 上島　　望 総務部　税務課　管理係

審議員兼大津保育園長 坂本　一正 土木部　下水道課長補佐兼建設係長兼管理係長

課長補佐兼大津保育園副園長 高本ますみ 教育部　子育て支援課主幹兼陣内幼稚園長

大津保育園参事 日吉　りか 教育部　子育て支援課　大津保育園主査

大津保育園主任調理師 斉藤　正樹 教育部　学校給食センター主任調理師

大津保育園調理師 國武　浩一 教育部　学校給食センター調理師

大津保育園分園参事 井上由美子 再任用

大津幼稚園 小島真梨子 総務課

大津幼稚園 大塚　沙織 教育部　子育て支援課　大津保育園

陣内幼稚園長 藤本　京子 教育部　子育て支援課　陣内幼稚園副園長

陣内幼稚園参事 竹永　幸夏 教育部　子育て支援課　大津幼稚園参事

生涯学習課

課長 後藤　義雄 教育部　生涯学習課審議員兼生涯スポーツ係長

生涯スポーツ係長 佐藤　純一 総務部　人権推進課　人権啓発福祉センター長

歴史文化伝承館長 飯冨　英博 教育部　生涯学習課　生涯学習係参事

主幹兼図書館長心得 大隈寿美代 住民福祉部　住民課　住民係長兼戸籍係長

図書館 大久保明裕 総務部　総合政策課　企画政策係
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くまモン飛び出し注意看板贈呈

くまモンの看板の受け渡しで目を細める２人
㊨肥後大津ロータリークラブ山本会長

東京エレクトロン九州ＮＰＯ等支援事業助成金贈呈

　2016年度東京エレクトロン九州ＮＰＯ等支援事業助
成金贈呈式が３月25日に東京エレクトロン九州㈱合志
事業所で行われました。これは、地域の社会的問題の解
決に積極的に取り組むＮＰＯなどを支援するもので、今
回は９団体が採択されました。町からは「ＮＰＯ法人 
こそだてサポーターあぽり」と「大津町協働の会」が助成
金を贈呈されました。

左から「大津町協働の会」の内
うち

田
だ

理
おさむ

さん、「ＮＰＯ法人こそだてサポー
ターあぽり」の堀

ほり
泉

いずみ
さん、東京エレクトロン九州㈱の伊

い
吹
ぶき

方
まさ

志
し

さん

　町ＰＴＡ連絡協議会と肥後大津ロータリークラブが
３月25日、護川小学校へくまモンのとびだし注意看板
を贈りました。注意看板は大津町、菊陽町の全13の小
学校に設置されます。同クラブ会長の山

やま
本
もと

豊
とよ

秋
あき

さんは
「お父さん、お母さんの言うことをよく聞いて事故にあ
わないように注意してほしい」と話し、子どもたちは大
きな声で返事をしていました。

ラーメンに夢中な子どもたち

2015年度少年剣道教育奨励賞受賞

　龍成館木村道場（美咲野）が2015年度少年剣道教育
奨励賞を受賞しました。この賞は、全日本剣道連盟が
少年剣道の指導面で、剣道の文化を底辺から支え、地道
に活動している団体に対し、これまでの労をねぎらい、
これからの士気を鼓舞する目的で贈るものです。館長
の木

き
村
むら

葊
ひろ

次
じ

さんは「より一層子どもたちのために頑張
りたい」と決意を新たにしていました。

現在小学１年生から６年生までの約30人が稽古しています

若草児童学園の子どもにラーメンを

　若草児童学園の子どもたち約50人が３月23日に
「D

だ い か ん
AIKANラーメン」に招待されました。これは、熊本

大津ライオンズクラブが「普段経験することが少ない外
食の楽しみを味わってほしい」という思いから招待して
いるもので、今年で４回目の取り組みです。子どもたち
は、振舞われた熱々の豚骨ラーメンを笑顔で食べていま
した。

剣道を支える地道な活動が評価施設の子どもたちへ外食経験

交通事故に注意してほしいモン町をもっと元気にするために

　
平
成
24
年
３
月
に
家
入
町
長

の
推
薦
と
、
議
会
で
の
全
員
の

同
意
を
頂
き
、
４
年
間
副
町
長

と
し
て
務
め
ま
し
た
。

　

町
長
の
ま
ち
づ
く
り
の
思

い
、「
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
誰
も
が
大
津
町
に
住
ん
で
よ

か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
標
に
、
町
長
を
補
佐

し
、
職
員
と
と
も
に
業
務
に
あ

た
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　
最
初
は
自
分
に
こ
の
大
役
が

務
ま
る
の
か
と
自
問
自
答
の
毎

日
で
し
た
が
、
議
員
の
皆
さ
ん

の
ご
指
導
・
ご
助
言
、
職
員
の

皆
さ
ん
の
協
力
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
ご
支
援
の
お
か
げ
で
無
事

に
務
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
職
員
の
期
間
を
合
わ
せ
て
42

年
６
カ
月
、
こ
の
誇
れ
る
郷
土

の
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
で
き
た

こ
と
は
私
に
と
っ
て
生
涯
忘
れ

え
ぬ
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

喜
び
と
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
町
は
今
年
町
村
合

併
60
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
大
津
町
と
皆

さ
ん
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

　
熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
ま
し

た
皆
様
に
、
心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。
二
度
に
わ
た

る
地
震
で
、
住
宅
や
工
場
、
商

店
を
は
じ
め
農
業
基
盤
な
ど
大

津
町
全
体
が
甚
大
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。

　
自
然
の
驚
異
、
非
情
さ
を
思

い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ

で
も
私
た
ち
は
、
復
旧
、
復
興

に
向
け
て
前
に
進
ま
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
、
多
く
の
皆
様
に
救
援
や

復
興
支
援
な
ど
の
活
動
に
取
組

ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
少
し
時
間
は
か
か
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
必
ず
活
気
の
あ

る
ま
ち
、
元
気
の
あ
る
大
津
町

を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。　
　

　
就
任
早
々
、
大
災
害
に
遭
遇

し
ま
し
た
が
、
町
民
の
皆
さ
ん

や
企
業
、
関
係
団
体
な
ど
、
全

て
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ

て
、
復
興
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
が
ん
ば
ろ
う
熊
本
　

　
　
が
ん
ば
ろ
う
大
津
」

就
任
の
あ
い
さ
つ

田た

中な
か

　
令れ
い

児じ

副
町
長

退
任
の
あ
い
さ
つ

德と
く

永な
が

　
保や
す

則の
り

前
副
町
長

（４月１日付）

平
成
28
年
度
の
新
規
採
用
職
員
で
す
。

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新規採用職員紹介

（敬称略）

税務課　固定資産税係
　千

ち
綿
わた
　小

こ
捺
なつ

税務課　住民税係　
坂
さか
本
もと
　郁
ふみ
子
こ

住民課　住民係　
原
はら
野
の
　さくら

福祉課　介護保険係
松
まつ
山
やま
　由

ゆ
佳
か

健康保険課　健康推進係
中
なか
島
しま
　啓
けい
史
し
朗
ろう

皆さんが安心して暮
らせるように仕事を
早く覚えます。

生まれ育った大好き
な大津町の役に立ち
たい！頑張ります！

「笑顔」で「元気に」
自分で考えて動ける
職員を目指します。

地域のために与えら
れた仕事を全力で取
り組みます。

農政課　農林係　
井
いの
上
うえ
　晃

こう
輔
すけ

農政課　農政係　
西
にし
岡
おか
　宗
そう
一
いち
郎
ろう

学校教育課　施設係
桐
きり
原
はら
　航

こう
平
へい

学校給食センター
櫨
はぜ
川
かわ
　雄
ゆう
大
だい

今日を大事に、大津
町と一緒に成長して
いきたいです。

ずっと暮らしてきた
町をもっと好きに
なってもらいたい。

町が好き。いろいろ
な人とつながり、自
分を成長させます。

明るい笑顔と明るい
気持ちで皆さんのた
めに頑張ります。

一日一日を大切に、
子どもに安心安全の
給食を届けます。

注）一部の内容は４月当時の内容です。
　  予めご了承ください。
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農林水産大臣が大津町を視察

　森
もり

山
やま

裕
ひろし

農林水産大臣が農水産業現場の視察や地元
関係者との意見交換のため４月３日に、熊本県を訪問
されました。町では、ネットワーク大津㈱を訪問し、
徳
とく

永
なが

浩
こう

二
じ

代表取締役社長、家入町長が対応をしました。
３月に落成したばかりの機械倉庫を見学したあと、意
見交換を行いました。森山大臣はネットワーク大津㈱
の今後の農業振興の更なる可能性を期待していました。

機械倉庫の前で記念撮影

農業の可能性に期待

交通指導員に抱えられグッズを手渡す園児
「安全運転お願いします」の呼びかけも

交通安全タッチ運動

　交通安全タッチ運動が４月８日に大津南小学校前の
道路で行われました。これは、「春の全国交通安全運動

（４月６日～15日）」の一環として行われたもので、陣内
幼稚園の園児31人がドライバーに交通安全のチラシや
グッズを手渡し、呼びかけをしました。園児たちは約１
時間のタッチ運動あと、大津地区交通安全協会大津支部
より「おえかきちょう」の贈呈を受けご満悦でした。

子どもたちが安全運転のお願い

　大津町企業連絡協議会の室支部による第１回親睦会が３
月27日に菊陽ボウルで行われました。これは、同協議会の
親睦を深めるために行われたもので、参加した企業は10社、
参加人数は88人と盛大に行われました。ボウリングを通じ
て終始笑い声が響き、初めて顔を合わせた人たち同士も企
業やチームの垣根を越えて親睦を深めていました。参加者
からは第２回の開催を望む声が聞かれました。

最後は記念撮影。この出会いが更なる企業同士の連携を生みます

大津町企業連絡協議会室支部親睦会企業連でレクレーション

　大津町交通指導員委嘱状交付式が４月４日に役場で行わ
れました。指導員の任期は２年。
　街頭指導や各種イベントでの交通整理などを通して、指
導員の皆さんは交通事故防止に尽力されます。この日は、
１人が退任し、新任１人を含む19人が委嘱されました。田
中副町長が委嘱状を手渡し、指導員の皆さんに激励の言葉
を贈りました。

大津町交通指導員委嘱状交付式

交通事故防止のために頑張ってください

交通事故防止を合言葉に

大津中学校体育大会

生徒たちは観客席の声援に応えるように
一生懸命な姿を披露していました

人権の花運動が開始

　人権の花運動の伝達式が５月23日に美咲野小で行い
ました。これは、阿蘇大津人権擁護啓発活動地域ネット
ワーク協議会の共催で町が開催し、小学生に人権問題を
考えるきっかけを作りたいと行っているものです。式
では全校児童710人が参加し、花の苗や種、プランター
などの贈呈を受けました。苗や種は児童らが育て、新た
にできた種などを町内の各施設などで配布予定です。

ステージに上がる人権イメージキャラクターの
「人KENあゆみちゃん」㊧と「人KENまもる君」㊨

　大津中学校で５月22日に体育大会が開催されました。
熊本地震により一時は開催が危ぶまれ、予定より一週間
延期をして無事開催。少ない練習時間の中で、この日
を迎えた生徒たちは、家族や教員の皆さん、地域の皆さ
んへ向けて元気な姿を披露していました。３年生の保
護者は「地震を乗り越えてさらに成長した子どもたちの
姿に感動しました」と目を潤ませていました。

多くの声援に包まれて生命の尊さを学習する

町内小中学校 卒業式・入学式

　卒業式が３月に小中学校で行われ、児童や生徒たちが
親しんだ学び舎を巣立って行きました。
　また４月11日には、小中学校で入学式が行われ、新入
生が新品の制服に身を包み、緊張した表情で入場すると
在校生が歓迎の言葉や歌で温かく迎え入れました。

大津北小学校、入学式のあと新入生と保護者の記念撮影

1先生からの点呼に大きな声
で返事をしていました2校長
先生から教科書を手渡され緊
張した面持ちの新入生3大津
北小へ入学する新入生14人、
入学式が終わってほっと一
息。記念撮影では笑顔をみる
ことができました

小学校 卒　業 入　学
大津小 110 114

美咲野小 78 135
室　小 80 84

大津南小 31 31
大津東小 7 10
大津北小 11 14
護川小 22 35
合　計 339 423

中学校 卒　業 入　学
大津中 150 149

大津北中 158 186
合　計 308 335

2

3

町内小中学校 卒業式・入学式
1

注）一部の内容は４月当時の内容です。
　  予めご了承ください。
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６月中旬に国民健康保険税の納付書を発送します税
◦問い合わせ　役場税務課　住民税係　☎ 096（293）3117

年
間
の
保
険
税
額
を
算
出
し
、
そ
の
額

を
６
月
か
ら
来
年
の
１
月
ま
で
の
８

期
に
分
け
て
、
８
期
分
を
ま
と
め
た
納
付
書

を
、
６
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　
年
金
か
ら
保
険
税
が
天
引
き
さ
れ
て
い
る

人
に
つ
い
て
は
、
10
月
以
降
の
決
定
金
額
を

記
載
し
た
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

　
納
税
通
知
書
に
は
、
そ
の
世
帯
の
国
民
健

康
保
険
加
入
者
の
氏
名
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
勤
務
先
の
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
て

い
る
人
で
記
載
が
あ
る
人
は
、
国
民
健
康
保

険
か
ら
の
脱
退
の
届
出
を
し
て
い
な
い
可
能

性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
な
お
、
年
間
の
税
額
決
定
後
に
同
じ
世
帯

の
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
に
異
動
が
あ
っ

た
場
合
は
、
変
更
後
の
納
付
書
を
後
日
郵
送

し
ま
す
。

○
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ

さ
い

　
口
座
振
替
の
手
続
き
は
預
貯
金
通
帳
、
通

帳
使
用
の
印
か
ん
、
納
税
通
知
書
を
持
っ
て

預
貯
金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
か
役
場
税
務

課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

募集
◦申し込み・問い合わせ　下記の問い合わせ先にお願いします

平成28年度男女共同参画社会づくり地域リーダー育成事業研修生募集

熊
本
県
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
に
幅
広
い
知
識
と
行
動
力
を
備

え
た
地
域
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
た
め
、
研

修
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
対
象

町
内
在
住
の
20
歳
以
上
65
歳
未
満
の
男

女
で
、
全
研
修（
事
前
研
修
・
国
内
派
遣

研
修
・
自
主
研
修
・
事
後
研
修
）に
意
欲

を
持
っ
て
参
加
で
き
る
人
。
ま
た
、
研

修
後
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
形
成
の

推
進
や
情
報
の
提
供
者
と
し
て
活
動
で

き
る
人
。

●
募
集
人
員

　
一
般
研
修
生
１
人（
県
内
で
20
人
）

●
募
集
期
限　
６
月
10
日（
金
）

●
研
修
先　
県
内
お
よ
び
県
外
研
修

　
（
東
京
方
面
２
泊
３
日　

11
月
３
日（
木
）

～
５
日（
土
）予
定
）

●
研
修
費
用　
一
部
負
担

　
（
県
・
町
か
ら
補
助
が
あ
り
ま
す
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
人
権
推
進
課　
男
女
共
同
参
画
推
進
係

☎
０
９
６（
２
９
３
）７
９
２
０

　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館

　
（
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
９
６（
３
５
５
）１
１
８
７

金婚を迎えるご夫婦へ募集
◦申し込み・問い合わせ　役場福祉課　介護保険係　☎ 096（293）3510

金
婚
夫
婦
表
彰
該
当
者
の
受
け
付
け
を

行
い
ま
す
。

●
対
象
者

　

昭
和
41
年（
１
月
１
日
～
12
月
31
日
）に

結
婚
し
、
今
年
中
に
満
50
年
を
迎
え
る
ご

夫
婦
。

●
申
し
込
み
期
限　
７
月
15
日（
金
）ま
で

　
※
熊
本
日
日
新
聞
社
の
金
婚
表
彰
交
付
に

併
せ
、
金
婚
式
典
を
開
催
し
、
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
す
。

●
式
典
開
催
日
時　

　
9
月
７
日（
水
）午
後
１
時
か
ら

●
開
催
場
所　
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
予
定
）

　
表
彰
に
申
し
込
み
を
し
た
人
は
、
熊
本
日

日
新
聞
紙
面
へ
名
前
が
掲
載
さ
れ
ま
す
。
紙

面
で
紹
介
す
る
こ
と
で
、
金
婚
を
迎
え
ら
れ

た
ご
夫
婦
を
お
祝
い
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

平成28年度国民健康保険税についてのお知らせ税
◦問い合わせ　役場税務課　住民税係　☎ 096（293）3117

　平成28年度より、医療保険分・後期高齢者支援金分・介護納付金分の課税限度額の見直しが行われました。

年度比較 医療保険課税分 後期高齢者支援金等
課税分 介護納付金課税分 合計

平成27年度 52万円 17万円 16万円 85万円

平成28年度 54万円
（＋２万円）

19万円
（＋２万円）

16万円
（従来どおり）

89万円
（＋４万円）

課税限度額が変わります

　国の定める所得基準を下回る世帯については、均等割額と平等割額を軽減する制度があります。

　※均等割額……被保険者一人一人にかかる金額
　※平等割額……１世帯ごとにかかる金額

　軽減については３つの区分（７割軽減・５割軽減・２割軽減）に判定されますが、平成28年度から２割軽減お
よび５割軽減の所得基準が見直され、軽減の対象となる人の範囲が拡大されます。

　ただし、所得の申告がない場合は、基準を下回るかどうかの判断ができないため、軽減対象とならないことが
あります。適正な課税を行うためにも所得の申告を必ずしてください。

税負担軽減の対象となる人の範囲が拡大されます

保険税軽減基準額
軽減 年度比較 世帯主と被保険者の前年所得合計額

７割
平成27年度 33万円以下の世帯

平成28年度 33万円以下の世帯
（従来どおり）

５割
平成27年度 33万円＋（被保険者数×26万円）以下の世帯

平成28年度 33万円＋（被保険者数×26万５千円）以下の世帯

２割
平成27年度 33万円＋（被保険者数×47万円）以下の世帯

平成28年度 33万円＋（被保険者数×48万円）以下の世帯
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○申込期限　６月15日（水）まで　
○受付時間　午前９時～午後５時（土、日、祝を除く）
○申込方法　履歴書および資格証明書（写し）を役場総務課に提出してください。　
○任用開始　７月１日以降　
○その他　　①申込者については面接を実施予定です　（業務補助員は書類選考のみ）。
　　　　　　②職種によっては、５月の募集状況次第で応募を締切る場合もあります、予めご了承ください。
　　　　　　③募集の詳細などは変更になる場合があります。不明な点は気軽にお尋ねください。

　熊本県知事選挙の投開票が３月27日に行われました。大津町の
当日の有権者数は26,116人（男性12,664人、女性13,452人）で、
投票率は前回の38.99％を上まわる47.71％でした。各投票所の
投票率は以下のとおりです。

候補者名 得票数

寺内　大介 551

かばしま郁夫 8,761

幸山　政史 3,091

大津町の投票率は47.71％
100

80

60

40

20

0

（%）

第
１
投
票
区（
内
牧
地
区
集
会
所
）

第
２
投
票
区（
大
津
東
小
体
育
館
）

第
３
投
票
区（
岩
坂
公
民
館
）

第
４
投
票
区（
森
公
民
館
）

第
５
投
票
区（
大
津
南
小
体
育
館
）

第
６
投
票
区（
中
央
公
民
館
）

第
７
投
票
区（
町
民
交
流
施
設
）

第
８
投
票
区（
室
小
体
育
館
）

第
９
投
票
区（
美
咲
野
小
体
育
館
）

第
10
投
票
区（
高
尾
野
公
民
館
）

第
11
投
票
区（
大
津
北
小
体
育
館
）

第
12
投
票
区（
野
外
活
動
等
研
修
セ
ン
タ
ー
）

第
13
投
票
区（
矢
護
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）

第
14
投
票
区（
護
川
小
体
育
館
）

第
15
投
票
区（
人
権
啓
発
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

第
16
投
票
区（
大
津
東
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

町
　
全
　
体

79.64

61.89 61.68
54.04

58.50

42.10
44.55

40.61
44.65 45.00

51.22

68.66 61.43

58.58
41.13

53.24

47.71

選挙
結果

熊本県知事選挙
◦問い合わせ　町選挙管理委員会（役場総務課内）　☎ 096（293）3111

募集 大津町非常勤職員・臨時職員・業務補助員募集
◦問い合わせ　役場総務課　人事秘書係　☎ 096（293）3111

職　種 勤務地 勤務日 勤務時間 資格など 社会
保険

雇用
保険 備　考

保育士 大津保育園 
または分園

月～金のうち週４日 
（まれに土日勤務あり）

8:45～17:00を 
基本に週29時間 保育士 有 有 任用期間１～３年、

月額 142,100円

非常勤職員

職　種 勤務地 勤務日 勤務時間 資格など 社会
保険

雇用
保険 備　考

フッ化物洗口 
業務補助員 町内小中学校 月～金のうち 

週１～３日程度
8:00～16:00のうち

１～３時間程度
保健師，看護師，

歯科衛生士のいずれか 無 無 登録期間１～２年間、
時給 980円

業務補助員（登録制）

臨時職員
職　種 勤務地 勤務日 勤務時間 資格など 社会

保険
雇用
保険 備　考

介護支援専門員 地域包括支援
センター 月～金 8:30～17:15の

うち７時間45分
介護支援専門員

（または保健師、看護師） 有 有 任用期間６カ月以内（更
新有）日額 8,560円

特別支援補助員 町内小中学校 月～金 
（学校開校時のみ）

8:00～17:00の
うち６時間30分

看護師または 
養護教諭免許 有 有 任用期間６カ月以内（更

新有）日額 6,370円

農地集積専門員 農政課 原則、月～金 
（休日、夜間の場合あり）

8:30～17:15の
うち７時間45分

優遇条件あり
（詳細はお尋ねください） 有 有 任用期間６カ月以内（更

新有）日額 9,300円

町長交際費公開（平成27年度下半期）情報
公開 ◦問い合わせ　役場総務課　人事秘書係　☎ 096（293）3111

町
長
交
際
費
は
、
町
長
が
町
を

代
表
し
て
行
政
を
執
行
す
る

た
め
に
、
外
部
と
の
交
際
上
必
要
な

経
費
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

　

支
出
に
あ
た
っ
て
は
、『
大
津
町

長
交
際
費
支
出
基
準
に
関
す
る
規

程
』に
基
づ
き
社
会
通
念
上
妥
当
な

範
囲
で
、
最
小
限
に
と
ど
め
る
よ
う

に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
下
半
期
の
主
な
支
出

は
、
町
代
表
と
し
て
参
加
し
た
各
種

イ
ベ
ン
ト
の
会
費
や
町
関
係
団
体
と

の
懇
談
会
費
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
の

交
際
費
に
つ
い
て
詳
細
を
知
り
た
い

場
合
は
、
情
報
公
開
の
請
求
が
で
き

ま
す
。

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

　
い
ま
す
。

分　類 件数 金　額 主　な　内　容

会 費 27件 138,000円

◦行政区嘱託員会議大津町区長会交流会
◦大津あけぼの会12月例会及び懇親会
◦部落解放同盟熊本県連合会新春旗開き
◦大津町商工会新年祝賀会
◦大津町民生委員児童委員との行政懇談会
◦平成28年消防出初め式反省会及び懇談会
◦熊本～台湾高雄線定期便就航記念レセプション
◦大津東ロータリークラブ（滋賀県）と肥後大津ロータリークラブ
　との友好クラブ協定調印式　記念祝賀会
◦平成27年度大津町企業と町行政との懇談会及び交流会
◦連携中枢都市圏構想　圏域首長会議・懇談会� など

懇談会費 　5件 25,000円
◦南阿蘇畜産農業協同組合閉組式
◦熊本県中小企業家同友会2016賀詞交歓会
◦迫井手土地改良区通常総会・懇親会� など

慶祝金 　5件 40,000円
◦翔陽高校創立110周年記念及び実習棟落成記念祝賀会
◦南阿蘇村合併10周年記念行事
◦ネットワーク大津株式会社　倉庫・管理棟落成式　　　　　など

弔慰金 　6件 44,200円 ◦各種委員などの死亡時の香典・生花など　　　　　　　　　　　�

接遇費 　3件 27,400円 ◦来客用お茶代
◦台湾高雄市との交流会負担金（台湾からの来客者分）　　　など

その他 　1件 12,204円 ◦町長名刺

合 計 47件 286,804円

放送大学は、あなたの「学び」を応援します！募集
◦申し込み・問い合わせ　下記の問い合わせ先にお願いします。

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ

を
使
っ
て
自
宅
で
学
べ
る
大

学
で
す
。

　
学
位
取
得
は
も
ち
ろ
ん
、
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
や
自
己
実
現
な
ど
、
生
涯

学
習
を
目
指
す
人
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に
あ
な
た
も
放
送
大

学
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業

し
た
い
、学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、

職
業
の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分

野
を
学
べ
ま
す
。

○
15
歳
以
上
で
は
、
1
科
目
か
ら
学

習
す
る
選
科
履
修
生
・
科
目
履
修
生

と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

○
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を
お

持
ち
の
方
な
ら
、学
力
試
験
は
な
く
、

全
科
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
、
4

年
以
上
在
学
し
て
１
２
４
単
位
以
上

を
修
得
し
、卒
業
す
る
と
、学
士（
教

養
）の
学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

○
ひ
と
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び

た
い
人
に
は
、「
放
送
大
学
エ
キ
ス

パ
ー
ト
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
い
ま
平
成
28
年
度
第
２
学
期

入
学
生
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
詳

し
い
資
料
を
無
料
進
呈
い
た
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
問
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
出
願
期
限

第
1
回　

　
６
月
15
日（
水
）～
8
月
31
日（
水
）

第
2
回

　
９
月
１
日（
木
）～
9
月
20
日（
火
）

※
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
４
１
）０
８
６
０

※
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

受
け
付
け
て
お
り
ま
す（http://

w
w

w
.ouj.ac.jp

）。
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く ら し の 伝 言 板く ら し の 伝 言 板

　
こ
の
度
の
地
震
に
よ
り
停
電
が
長
時
間
発

生
し
、
皆
さ
ま
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

ま
し
た
。

　
復
旧
作
業
に
あ
た
っ
て
は
、
自
治
体
や
自

衛
隊
を
は
じ
め
、
地
域
の
皆
さ
ま
な
ど
多
く

の
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
当
社
設
備
の
損
傷
箇
所
へ
の

対
応
な
ど
復
旧
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
が
、

電
気
に
関
す
る
お
困
り
の
事
や
ご
相
談
な
ど

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
大
津
営
業
所

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
九
州
電
力
株
式
会
社

　
大
津
配
電
事
業
所　
大
津
営
業
所

　
☎
０
１
２
０（
９
８
６
）６
０
２

　
平
成
20
年
に
大
流
行
し
た
風
し
ん
。
妊
婦

が
、
妊
娠
期
間
の
前
半（
20
週
頃
ま
で
）に
風

し
ん
に
感
染
す
る
と
、赤
ち
ゃ
ん
が
目
や
耳
、

心
臓
な
ど
に
障
害
を
も
っ
て
生
ま
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す（
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
）。

そ
の
た
め
、
妊
娠
・
出
産
を
考
え
て
い
る
女

性
は
特
に
、
事
前
に
風
し
ん
の
予
防
が
大
切

で
す
。

　
県
で
は
無
料
で
風
し
ん
抗
体
検
査
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
希
望
者
は
、
早
め
に
検
査
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

※
ま
た
、
町
で
は
風
し
ん
の
抗
体
価
が
低
い

人
に
対
し
て
、予
防
接
種
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、【
役
場
健
康
保
険
課　

健
康

推
進
係
☎
０
９
６（
２
９
４
）１
０
７
５
】ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　
役
場
で
は
、
夏
季
期
間
に
お
け
る
環
境
に

配
慮
し
た
服
装
と
し
て
、
今
年
も
ク
ー
ル
ビ

ズ
を
導
入
し
て
執
務
に
あ
た
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
や
軽
装
で
の
執

務
を
基
本
に
し
、
冷
房
効
果
を
あ
げ
、
省
資

源・省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
目
指
す
も
の
で
す
。

●
実
施
期
限　
10
月
31
日
ま
で

※
気
候
や
気
温
に
よ
り
変
更
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
来
庁
さ
れ
る
際
は
、
皆
さ
ん
も
軽
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
役
場
総
務
課　
人
事
秘
書
係

　
☎
０
９
６（
２
９
３
）３
１
１
１

　
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、
６
月
中

に
現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
現
況
届
は
、
手
当
を
引
き
続
き
受
給
で
き

る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
こ
の
届
け
の
提
出
が
な
い
と
、
支
給
停

止
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
提

出
書
類
な
ど
は
、
手
当
を
受
け
て
い
る
人
に

（
６
月
初
旬
に
）
直
接
郵
送
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
役
場
福
祉
課　
福
祉
係

☎
０
９
６（
２
９
３
）３
５
１
０

　
「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」に
よ
り
、
被
災
さ

れ
た
皆
さ
ま
お
よ
び
ご
家
族
の
皆
様
に
は
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
対
象
者

①
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
と
そ
の
配
偶
者
な

　
ど
の
同
居
者
。

②
風
し
ん
の
抗
体
価
が
低
い（
Ｈ
Ｉ
抗
体
検

　

査
で
16
倍
以
下
）妊
婦
の
配
偶
者
な
ど
の

　
同
居
者
。

※
た
だ
し
、
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る
人
、
風
し
ん
の
予
防
接
種
歴
が
あ

る
人
、
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
人

を
除
き
ま
す
。

●
実
施
期
限　
平
成
29
年
３
月
31
日（
金
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
菊
池
保
健
所　
保
健
予
防
課

☎
０
９
６
８（
２
５
）４
１
３
８

　　
震
災
に
よ
り
、
子
ど
も
も
大
人
も
心
と
体

に
大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

家
庭
で
も
で
き
る
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

や
、
簡
単
な
体
ほ
ぐ
し
運
動
を
行
い
ま
す
。

体
を
ほ
ぐ
し
て
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま

し
ょ
う
！

●
受
付
日
時　
６
月
18
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

●
場
所
　
お
お
づ
図
書
館

●
講
師
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ク
ラ
ブ
お
お
づ

●
定
員
　
50
人（
先
着
順
）

●
主
催
　
役
場
生
涯
学
習
課

●
問
い
合
わ
せ　
お
お
づ
図
書
館

☎
０
９
６（
２
９
４
）８
０
１
１

　
自
分
の
健
康
、
家
族
や
友
人
の
健
康
、
健

康
の
た
め
に
正
し
い
食
生
活
の
知
識
を
学
び

健
康
の
輪
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
食
生
活
を
中
心
と
し
た
健
康
づ
く
り
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
食
生
活
改
善
推
進

員（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）の
養
成
を
目
的
と
し
て

開
催
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
期
間　
７
月
～
２
月（
全
８
回
）

●
時
間　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

●
場
所　
子
育
て
・
健
診
セ
ン
タ
ー
他

●
教
材
費　
１
人
分　
１
，
５
０
０
円
程
度

●
人
数　
15
人
程
度　

●
申
込
期
限　
６
月
30
日（
木
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　
役
場
健
康
福
祉
課　
健
康
推
進
係

　
（
子
育
て
・
健
診
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
９
６（
２
９
４
）１
０
７
５

　
怒
り
は
、
自
分
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
密

接
に
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
怒
り
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
良
好
な
対
人

関
係
を
築
く
こ
と
が
可
能
で
す
。
今
回
は
、

「
怒
り
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」に
つ
い
て
学
び
、

毎
日
の
子
ど
も
達
と
の
関
わ
り
に
活
か
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　
６
月
22
日（
水
）午
前
10
時
～
正
午

●
場
所　
風
の
子
保
育
園

●
内
容　
「
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

　
　
～
怒
り
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
～

ク
ー
ル
ビ
ズ
を
実
施
し
ま
す

子
ど
も
の
発
達
セ
ミ
ナ
ー

児
童
手
当
現
況
届
提
出
の
月
で
す

風
し
ん
抗
体
検
査

食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座

Inform
ation

お
知
ら
せ

Recruitm
ent

募
集

停
電
の
お
詫
び
と
ご
協
力
の
お
礼

災
害
ス
ト
レ
ス
か
ら
家
族
の
コ
コ

ロ
と
カ
ラ
ダ
を
守
ろ
う

●
講
師　
菊
池
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー 

療
育
相
談
員　
岡お
か
田だ

優ゆ
う
子こ

さ
ん

●
参
加
料　
無
料

●
そ
の
他　
託
児
所
は
あ
り
ま
せ
ん
が
子
ど

も
と
一
緒
に
参
加
で
き
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
福
祉
課　
障
害
福
祉
係

☎
０
９
６（
２
９
３
）３
５
１
０

　
平
成
28
年
熊
本
地
震
に
係
る
災
害
救
助
法

適
用
地
域
の
世
帯
の
学
生
や
、
地
域
に
居
住

す
る
学
生
へ
向
け
て
奨
学
金
の
受
付
な
ど
を

行
い
ま
す
。

①
緊
急
採
用
奨
学
金
の
受
付
に
つ
い
て

●
対
象
者　

本
災
害
に
よ
り
家
計
が
急
変

し
、
奨
学
金
を
希
望
す
る
人
。

●
申
込
方
法　
在
学
し
て
い
る
学
校
を
通
じ

て
申
し
込
む
。

●
奨
学
金
の
種
類　

第
一
種
奨
学
金（
無
利
息
）、
第
二
種
奨
学
金

（
利
息
付
き
）

②
減
額
返
還
・
返
還
期
限
猶
予
の
届
出
受
付

●
対
象
者　
本
災
害
に
よ
り
奨
学
金
の
返
還

が
困
難
と
な
っ
た
人
。

●
願
出
方
法　
「
奨
学
金
減
額
返
還
願
」も
し

く
は「
奨
学
金
返
還
期
限
猶
予
願
」を
日
本
学

生
支
援
機
構
へ
提
出
す
る
。

③
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
支
援
金
の
申
請
に
つ
い
て

●
対
象
者　
本
災
害
に
よ
り
学
生
本
人
が
居

住
す
る
住
宅
に
半
壊
以
上
な
ど
の
被
害
を
受

け
た
人
。

●
申
請
方
法　

在
学
し
て
い
る
学
校
を
通

じ
て
申
し
込
む
。

●
支
給
方
法　

　
10
万
円（
返
還
不
要
）。

※
詳
し
い
事
に
関
し
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
政
策

企
画
部
広
報
課

☎
０
３（
６
７
４
３
）６
０
１
１

日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
案
内

県
立
技
術
短
期
大
学
校
・
学
校
見
学

　　
ご
家
庭
に
眠
っ
て
い
る
本
を
提
供
し
て
い

た
だ
き
、
気
に
入
っ
た
本
が
あ
れ
ば
持
ち
帰

っ
て
い
た
だ
く「
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
」。「
提

供
」だ
け
で
も
、「
お
持
ち
帰
り
」だ
け
で
も

Ｏ
Ｋ
で
、
ど
ち
ら
も
無
料
で
す
。

　
「
も
っ
た
い
な
い
」と
思
っ
た
本
が
誰
か
の

お
気
に
入
り
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

※
持
ち
帰
り
に
は
冊
数
制
限
が
あ
り
ま
す
。

持
ち
帰
り
用
の
バ
ッ
グ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
南
杉
水
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
よ

る
焼
き
い
も
の
提
供
が
あ
り
ま
す
。

●
日
時　
６
月
18
日（
土
）午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
場
所　
お
お
づ
図
書
館
東
側
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

●
主
催　
お
お
づ
図
書
館
友
の
会

●
問
い
合
わ
せ　
お
お
づ
図
書
館　

☎
０
９
６（
２
９
４
）８
０
１
１

ブ
ッ
ク
シ
ェ
ア
デ
ー

Event

イ
ベ
ン
ト

公共工事等入札結果
入札日　平成28年３月28日

工事（業務・備品）名 落札金額（円） 落札業者名
庁舎総合清掃業務委託 3,304,800 ㈲サンサービス　大津営業所　
大津町運動公園清掃業務委託 4,039,200 ㈱グッドスタッフ
町民交流施設清掃業務委託 918,000 ㈱千代田　熊本営業所
大津町生涯学習センター清掃業務委託 3,466,800 ㈲サンサービス　大津営業所
大津地区公民館分館清掃業務委託 984,960 ㈲サンサービス　大津営業所　
図書館清掃（定期清掃）業務委託 767,880 ㈱グッドスタッフ
ビジターセンター総合清掃業務委託 1,555,200 ㈱グッドスタッフ
大津町子育て・健診センター清掃（定期）業務委託 680,400 ㈲サンサービス　大津営業所　
町立公園等清掃管理業務委託Ａ 1,944,000 ㈱グッドスタッフ
町立公園等清掃管理業務委託Ｂ 1,607,040 ㈲サンサービス　大津営業所　
町立公園等清掃管理業務委託Ｃ 1,728,000 ㈲新高
町立公園等清掃管理業務委託Ｄ 1,382,400 ㈱千代田　熊本営業所
平成28年度「広報おおづ」印刷（ページ単価） 20,952 ホープ印刷㈱
平成28年度「議会だより」印刷（ページ単価） 30,963 創文印刷
平成28年度「生涯学習情報誌」印刷（ページ単価） 26,460 坂本印刷所
平成28年度ことしのまちのしごと印刷 669,600 ㈱啓文社
町立公園等管理業務委託Ａ 8,100,000 ㈲樫木造園
町立公園等管理業務委託Ｂ 4,860,000 ㈲ユウトク造園
町立公園等管理業務委託Ｃ 4,968,000 ㈲平川緑地産業
町立公園等管理業務委託Ｄ 4,730,400 ㈲タカハマ緑幸
町立公園等管理業務委託Ｅ 5,076,000 ㈲新高
町立公園等管理業務委託Ｆ 5,022,000 ㈲肥後豊松園
町立公園等管理業務委託Ｇ 5,076,000 ㈱大津造園
防災行政無線保守点検業務委託 3,780,000 日本無線㈱　熊本営業所
大津町防犯灯・街灯管理業務委託 1,080,000 ㈱九電工　大津営業所
弥護山自然公園（キャンプ場等）管理業務委託 1,890,000 菊池森林組合
工業用水道施設総合管理業務委託 1,026,000 飯塚電機工業㈱
町民交流施設警備委託 285,120 ㈱キューネット
大津町管内町道等維持修繕業務委託 6,858,000 肥後木村組㈱
平成28年度人権啓発福祉センター機械警備業務委託 336,960 セコム㈱大津営業所
電算室警備委託 440,640 セコム㈱大津営業所

工事（業務・備品）名 落札金額（円） 落札業者名
仮宿区ため池用地測量業務委託 6,156,000 ㈱都市開発コンサルタント
総合交流ターミナル施設固定資産評価・鑑定業務委託 1,123,200 ㈱九州不動産鑑定所

入札日　平成28年４月１日

工事（業務・備品）名 落札金額（円） 落札業者名
馬場地区排水整備工事 8,640,000 ㈲岩下建設
白蟻等駆除業務委託 1,078,920 三共白蟻㈱
町営住宅植栽管理業務委託 1,998,000 ㈲肥後豊松園
給食センター空調設備設置工事設計業務委託 1,242,000 ㈱プランニング
小学校空調機保守点検業務委託 1,399,680 三菱電機ビルテクノサービス㈱九州支社
中学校空調機保守点検業務委託 702,000 ダンレイ㈱
乗用三連リール芝刈り機賃貸借 5,436,720 日通商事㈱熊本営業センター
岩坂中島汚水枝線（7036-1号）測量設計業務委託 1,058,400 ㈱三和測量設計社大津営業所

入札日　平成28年5月24日
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フォルツァ!!  ロアッソ熊本
問い合わせ　㈱アスリートクラブ熊本　☎096（283）1200

　

道の駅  大津 問い合わせ：☎096（294）1600

安全安心おおづまち 犯罪発生状況
（平成28年4月集計）

区　分 累　計 ４月中 前年比
大津署管内 177 37 －17
うち大津町 38 9 ＋8

主な
発生犯罪

町では、窃盗が全体の55％
万引きが前年比５件増加大津警察署　　  　☎096（294）0110

区　分
大 津 署 管 内 う ち 大 津 町

累　計 ４月中 前年比 累　計 ４月中 前年比
発 生 件 数 161 34 －22 39 10 ＋4
死 者 数 １ 0 －２ 0 0 －1
傷 者 数 217 51 －17 52 15 ＋8

交通事故状況
（平成28年4月集計）

熊
本
県
警
察
シ
ン
ボ
ル
マ
ス
コ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
っ
ぴ
ー

ゆっぴーのワンポイント
●これからの熊本を背負い

　県民の安全・安心を担う

　人材を募集しています！

　このたびの平成28年熊本地震により、亡くなられた方々のご冥福をお祈りすると
ともに、被災された方々に対し心よりお見舞い申し上げます。
　ロアッソ熊本は４月16日より練習を中止、選手やスタッフはボランティア活動や
サッカー交流などの活動を自主的に続けてきました。また、チームは５月２日より
練習を開始し、５月15日アウェイ・千葉戦で１ヶ月ぶりに試合に復帰しました。
　また、ホームスタジアムである、熊本県民総合運動公園陸上競技場（うまかな・よ
かなスタジアム）は、震災の影響により安全点検が完了していないため、５月のホー
ムゲーム２試合を県外で開催しました。

■Ｊ２リーグ戦　ロアッソ熊本ホームゲーム試合日程
第17節 ６月29日（水）午後７時　vs ツエーゲン金沢（ベストアメニティスタジアム／鳥栖）
第19節 ６月19日（日）午後６時　vs カマタマーレ讃岐（ベストアメニティスタジアム／鳥栖）

Ｊ2リーグ 第27節（８月７日（日）／うまかな・よかなスタジアム）
ロアッソ熊本 vs V・ファーレン長崎 Ａ席チケットを5組10人にプレゼント
応募先 〒869-1292 大津町役場｢フォルツァ!! ロアッソ熊本｣係までご応募ください。
※６月23日必着。当選発表はチケットの発送をもってかえさせていただきます。

《子ども達の笑顔を広げよう企画》 
グランパワーヒノクニプチヒーローショー

・記念撮影会
・じゃんけん大会
・駄菓子のプレゼント

【毎週日曜日開催予定】
　ぜひ遊びに来てください。

※天候次第で内容の変更や中止の場合があり
ます。

※死者数は30日以内死亡の場合

子どもの元気な姿を、載せてみませんか？
役場総務課にある応募用紙に記入して、写真を添えてお申し込みください。応募用紙は町ホームページからもダウンロードできます。
■申し込み・問い合わせ　役場総務課：☎096（293）3111
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悪質商法の被害にあわないために

　悪質商法とは、一般消費者を対象に、組織的・反復
的に敢行される商取引きで、その商法自体に違法また
は不当な手段・方法が組み込まれたものをいいます。
　「あやしいな」と思ったら相談しましょう。

●点検商法
無料点検を装って訪問し、「柱にヒビ
が入り、瓦がずれている。」「床下の
配管から水が漏れている。」「水道管
の中がさびている。」などとうそを言
って、必要のない工事を施工したり、
浄水器などを売りつけたりする手口。

●送りつけ商法
健康食品などを一方的に送りつけて購入させる手口。

●霊感商法
「家が悪い土地に建っている。」「名前の画数が悪い。」
などと不安をあおり、災厄効果があるとして高額の水
晶や印かんなどを売りつける手口。

◆悪質商法とは
～消費者の皆さんへのアドバイス～

　●悪質業者の特徴は、「う・そ・つ・き！」で覚えま
　　しょう。

う　うまい話を信用しない！
　　・うまい話、もうかる話には、必ず落とし穴があ
　　　ります。

そ　そうだんする！
　　・ひとりで判断せず、家族、知人、相談機関に相
　　　談する

つ　つられて返事をしない！すぐに契約しない！
　　・悪徳業者は、言葉巧みに契約するように迫って
　　　きます

き　きっぱり！はっきり！断る！
　・あいまいな返事をせずに、キッパリ！ハッキリ！

　　　断る！
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確認取れず
差し替えの可能性

６月６日～
７月12日まちの相談 ☆ 住民課　☎096（293）3112

★住民課で事前の予約が必要です

★住民課で事前の予約が必要です

センターで事前の予約が必要です
予約・問い合わせ　☎096（293）2231

地域包括支援センターで事前の予約が必要です
予約・問い合わせ　☎096（292）0770・0771

からいもくんがゆく
相　談 日　　時 場　所 相談員

心配ごと
相　　談

６/６(月) 13：30～15：30 人権啓発福祉センター 豊住　幸夫

７/４(月) 13：30～15：30 人権啓発福祉センター 江藤　忠一

６/７(火) 13：00～16：00 老人福祉センター 江藤　忠一

６/14(火) 13：00～16：00 老人福祉センター 栗林　重利

６/28(火) 13：00～16：00 老人福祉センター 太田　昭子

７/５(火) 13：00～16：00 老人福祉センター 樋口　紀子

７/12(火) 13：00～16：00 老人福祉センター 野田アツ子
心配ごと
児童相談 ６/21(火) 13：00～16：00 老人福祉センター 渡邉　幸子

身体障害者
相　　　談

６/６(月) 13：00～16：00 老人福祉センター
齋藤　　學

７/４(月) 13：00～16：00 老人福祉センター

行政相談 ６/16(木) 10：00～12：00 おおづ図書館 黒田　　傳

法律相談 ６/10(金) 10：00～12：00 おおづ図書館 藤本猪智郎

６/24(金) 10：00～12：00 おおづ図書館 坂本　秀德

年金相談
６/17(金) 10：00～15：00 おおづ図書館 年金事務所相談員

税務相談

教育相談 毎週
月～金

8：30～17：00 教育支援センター
教育相談員

消費生活
相　　談

もの忘れ
相　　談 ６/17(金)

 9：30～11：30 地域包括支援センター
認知症疾患

医療センター

雇用相談 毎週火・金
（休日の場合は翌平日） 9:00 ～ 17:00 生涯学習センター２階 雇用相談員

★９月まで税務相談はお休みします

学 校 給 食愛のこんだて
あい

「芋とじゃこのからめに」

揚
げ
物

　大津の特産を使ったからいものレシピです。甘辛く煮詰めたタレに揚げた
からいも、ナッツやちりめんを絡めました。からいもは、ビタミンＣや食物
繊維が豊富な食材です。

３月15日の給食献立
大津町学校給食センター

作り方（所要時間 約 30 分）

①Aの調味料は合わせ煮詰めておく。
②ちりめんは湯がく。
③からいもは一口大に切り、素揚げする。
④①とちりめん・からいも・黒ゴマ・アーモンドを和える。

栄養価（１人当たり）

エネルギー �  208kcal
タンパク質 �  2.3g
脂質 � 9.7g
カルシウム �  45mg
鉄 �  0.8mg

ビタミンA �  3ugRE
(レチノール当量)	
ビタミンB1 �  0.08mg
ビタミンB2 �  0.08mg
ビタミンC �  19mg
塩分量 �  0.1g

材料（４人分）

からいも �  260ｇ
　　揚げ油 �  適量
　　三温糖 �   大さじ３
　　みりん 　�   小さじ１／２
　　こいくちしょうゆ �  小さじ１／２
黒ゴマ �  2ｇ
アーモンド �  20ｇ
ちりめん �  10ｇ

Ａ

まちの人口 平成28年4月末現在

人口 34,189人 （＋76人）
男 16,850 人 （＋70人）
女 17,339 人 （＋６人）

世帯数 13,655 戸 （＋51世帯）

●出生／ 32人 
●死亡／ 25人
●転入／ 233人 
●転出／ 163人
※増減は前月比

問い合わせ　菊池郡市医師会テレホンサービス　☎0968（25）3300
　　　　　　※歯科、薬局を除く

休日当番医・薬局 ※在宅当番医は変更さ
れることがあります。6 月

６月５日
（日）

ナカシマセブンクリニック(内) 合志市 096(288)0777

ふくだ医院(内・耳・ア・泌) 大津町 096(293)2771

矢野医院(内・外) 菊陽町 096(232)5266

かつき皮膚科医院(皮) 菊池市 0968(24)5500

おおづ調剤薬局(薬) 大津町 096(288)6610

光の森歯科クリニック(歯) 菊陽町 096(340)2611

６月12日
（日）

古荘医院(内・小) 菊池市 0968(25)2046

宮本内科医院(内) 大津町 096(293)1700

庄嶋医院(胃・肛・外) 合志市 096(242)3388

岡山眼科医院(眼) 菊池市 0968(25)2209

アップル調剤薬局大津店(薬) 大津町 096(294)0120

永田歯科医院(歯) 大津町 096(293)0588

６月19日
（日）

のざわ医院(内・胃・外) 大津町 096(293)8000

菊池郡市医師会立病院(内) 菊池市 0968(25)2191

光の森脳神経外科内科(脳・神内・内) 菊陽町 096(232)7711

木庭耳鼻咽喉科医院(耳・ア) 菊池市 0968(24)2551

みさきの薬局(薬) 大津町 096(237)7452

城歯科医院(歯) 合志市 096(248)6464

６月26日
（日）

河野内科クリニック
(内・呼内・ア・循内・消内・神内・小) 菊陽町 096(233)1717

山岡胃腸科内科(内・胃・消) 合志市 096(248)9001

岩倉整形外科医院(整・形・リハ・麻) 大津町 096(293)8888

米田産婦人科医院(産婦・麻) 菊池市 0968(25)2589

ハロー薬局(薬) 大津町 096(293)8665

さかい歯科クリニック(歯) 菊陽町 096(284)8433

７月３日
（日）

旭志石田医院(内・循・神内) 菊池市 0968(37)2037

山縣医院(内) 大津町 096(293)4430

菊陽台病院(整) 菊陽町 096(232)1191

温耳鼻咽喉科医院(耳) 合志市 096(248)6188

ひろ歯科クリニック(歯) 菊陽町 096(285)3456

７月10日
（日）

清原医院(内・小) 菊池市 0968(38)2106

赤星医院(内・呼) 菊池市 0968(25)2738

熊本リハビリテーション病院(整・内) 菊陽町 096(232)3111

友田皮ふ科医院(皮) 合志市 096(248)6211

原賀歯科医院(歯) 菊池市 0968(25)0202

6月の再生資源集団回収活動団体

平成28年度は団体の活動休止により
偶数月の資源回収はありません。

休 止 中

まちのカレンダー 月6
中  公 町中央公民館
ホール
オークス 町民交流施設

町文化ホール
福  祉 町老人福祉センター
スポ森
子・健 子育て・健診センター

町運動公園
スポ休 町運動公園休園

※乳幼児健診の対象者には個別に通知します

交流休 町交流会館休館
伝承休 歴史・文化伝承館休館図書休 おおづ図書館休館

1 水
７～８カ月児健診・ブックスタート（H27年10～11月生）
13：00～13：45受付　 子・健
窓口証明業務延長～19：00

2 木

3 金 図書休

4 土

5 日

6 月 交流休 伝承休 図書休 

7 火 １歳６カ月児健診（H26年11～12月生）1２:45～13:30受付　 子・健  

8 水
お誕生月セミナー（H27年6月生）９:００～９:30受付 子・健
４～５カ月児健診（H28年1～2月生）13:00～13:45受付 子・健
窓口証明業務延長～19：00  

9 木

10 金

11 土

12 日

13 月 マタニティセミナー 13：15～13：30受付　 子・健
 交流休 伝承休 図書休

14 火
３歳児健診（H25年4～5月生）1２:45～13:30受付　 子・健
大津町教育の日※各学校など（県立学校含む）で違う日程となる場合があります
　　　　　　　　あらかじめ学校などに問い合わせいただき、参観ください

手話通訳設置日 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 水 大津中央公園調整会議（H28年7月分）17:3０～　 子・健
窓口証明業務延長～19：00

16 木

17 金 １歳６カ月児健診（H26年９～10月生）1２:45～13:30受付　 子・健

18 土

19 日

20 月  交流休 伝承休 図書休

21 火

22 水 子どもの発達セミナー 10：00～12：00受付　場所：風の子保育園
窓口証明業務延長～19：00

23 木

24 金

25 土

26 日

27 月 交流休 伝承休 図書休

28 火 １歳６カ月児健診（H26年11～12月生）1２:45～13:30受付　 子・健
手話通訳設置日 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

29 水
７～８カ月児健診・ブックスタート（H27年10～11月生）
13：00～13：45受付　 子・健
窓口証明業務延長～19：00

30 木

1 金 図書休

2 土

3 日

7月
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